
●人口 13,932人（前月比－ 2 人） 男 6,967人（＋ 1 人）

（前年比＋ 82人） 女 6,965人（－ 3 人）
●世帯数 3,969世帯前月比（－ 5 世帯）

平成20年 2月末現在の

人口の動き
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夢に向かって  大きくはばたけ 
日本一いきいきした中学校から166名が巣立ち 

卒業おめでとう　町長から卒業生へ 一人ずつ手渡される卒業証書

さわやかな笑顔で巣立った卒業生 先生ありがとう　お世話になりました

卒業記念合唱
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広報聖籠 H20.4 2

住みよいまちづくりに向けスタートします

歳 入 
73億円 

町　税 
49億8,637万円 
（68.3％） 

内訳 
・固定資産税 
　39億1,222万円（53.6％） 
・町民税（法人） 
　4億6,800万円（6.4％） 
・町民税（個人） 
　4億3,350万円（5.9％） 
・軽自動車税、たばこ税、入湯税等 
　1億7,265万円（2.4％） 

内訳 
・固定資産税 
　39億1,222万円（53.6％） 
・町民税（法人） 
　4億6,800万円（6.4％） 
・町民税（個人） 
　4億3,350万円（5.9％） 
・軽自動車税、たばこ税、入湯税等 
　1億7,265万円（2.4％） 

繰入金 
2億1,970万円 
（3.0％） 

基金から繰り入れた 
お金など 

地方消費税交付金 
1億7,000万円 
（2.3％） 

地方消費税の精算後一定基 
準により町に交付されるお金 

町　債 
2億2,350万円 
（3.1％） 
借り入れするお金 

国庫支出金 
3億375万円 
（4.2％） 

使い道を特定して国が 
支出する補助金等 

県支出金 
3億4,057万円 
（4.7％） 

使い道を特定して県が 
支出する補助金等 

諸収入 
4億5,634万円 
（6.2％） 

預金利子や税の延滞金、 
貸付金の回収金など 

繰越金 
1億5,000万円 
（2.1％） 

前年度から繰り越した 
お金 

地方譲与税 
1億3,400万円 
（1.8％） 

国税として徴収し一定基準 
により町に譲与されるお金 

その他 
3億1,577万円 
（4.3％） 

その他交付金、分担金及び負 
担金、使用料及び手数料など 

平
成
20
年
度
の
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
は
七
十

三
億
円
、
ま
た
特
別
会
計
予
算
は
７
会
計
合
計
三
十
六
億
九
千
百
八
十
三
万
円
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ

れ
る
の
か
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

蕁
2
7
｜
1
9
5
6
（
直
通
）

一
般
会
計
予
算

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
に
よ
り
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
や

循
環
型
社
会
の
構
築
な
ど
の
環
境
対
策
、
魅
力
あ
る
農
業
づ

く
り
、
教
育
の
充
実
な
ど
町
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。（
主
な
事
業
は
四
〜
五
ペ
ー
ジ
参
照
）

（億円） 
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町
税 

54億 
9,130 
万円 

87億円 

63億 
5,224 
万円 

57億 
4,733 
万円 

53億 
6,451 
万円 

49億 
8,445 
万円 

47億 
6,950 
万円 

47億 
2,324 
万円 

44億 
3,970 
万円 

51億 
4,187 
万円 

49億 
8,637 
万円 

105億 
4,500万円 

77億 
6,000万円 

74億 
3,000万円 

71億円 

70億 
8,000万円 

72億 
3,600万円 

71億 
500万円 

70億 
4,100万円 

73億円 

歳入 近年における歳入と
町税の予算額の推移
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3 H20.4広報聖籠

平成20年度
一般会計

平成20年度
一般会計予算は73億円

歳 出 
73億円 

消防費 
2億8,733万円 
（3.9％） 

消防団活動、消防施設 
整備など 

農林水産業費 
2億8,426万円 
（3.9％） 

農業・漁業振興、土地改 
良事業など 

衛生費 
6億3,757万円 
（8.7％） 

予防検診・保健事業、ご 
み処理事業など 

公債費 
6億8,211万円 
（9.4％） 

町が借り入れたお金の 
返済 

総務費 
10億3,599万円 
（14.2％） 

公害・交通安全対策、選 
挙、広域関連事業など 

土木費 
14億5,107万円 
（19.9％） 
道路・公園・港湾整備 
など 

教育費 
12億8,792万円 
（17.6％） 

学校・公民館・図書館事 
業、施設運営など 

民生費 
13億3,902万円 
（18.3％） 

高齢者・児童・障害福祉 
事業など 

議会費 
8,669万円 
（1.2％） 
議会活動 

その他 
1,047万円 
（0.2％） 

基金積立（町の預金）、 
雇用対策など 

商工費 
1億9,757万円 
（2.7％） 

商工業の振興、観光事 
業など 

平成20年度 特別会計予算は計36億9,183万円
会　計　名 予　算　額

国民健康保険
事業勘定

施設勘定

12億3,753万円

1億2,365万円

8,774万円

8億1,545万円

7,925万円

866万円

8億6,402万円

2億4,783万円

2億2,770万円

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

町
民
が
望
む
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
体
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計

老
人
保
健
は
、
制
度
改
正
に
伴
い
平
成
二
十
年
度
は
一
か
月
の

医
療
費
に
対
応
し
、
そ
の
後
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
後
期
高
齢
者

医
療
に
変
わ
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

老
後
の
自
立
支
援
を
基
本
と
し
、
共
同
連
体
の
考
え
を
軸
に
居

宅
や
地
域
中
心
に
社
会
的
介
護
を
保
障
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

七
十
五
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
は
六
十
五
歳
以
上
）

の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
基
づ
き
、

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携
し
、
高
齢
者
福
祉
の

増
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
聖
籠
町
特
別
会
計

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
維
持
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
の
維
持
管
理
と
引
き
続
き
汚
水
管
渠
整
備
を
行
い
、
事

業
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
水
道
事
業
会
計

上
水
道
へ
の
切
り
替
え
の
啓
発
活
動
を
進
め
、「
安
全
で
良
質

で
、
お
い
し
い
水
」
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

水道事業
収益的支出

資本的支出

老人保健

介護保険

後期高齢者医療

県営開拓パイロット事業

公共下水道事業
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平成20年度 

一般会計 

快適な生活空間の創造 
◆調和のとれたまちのすがたづくり 
　地籍調査事業 ………………………  3,595万円 
　　国土調査地籍調査事業 
　土地区画整理事業 …………………  5,684万円 
　　ふれあいセンター用地取得・設計委託など 
　聖籠海岸交流施設整備事業　　 2億2,938万円 
　　聖籠海洋レクリエーション交流拠点施設整備 
　など 
　町営住宅運営事業 …………………  2,238万円 
　　町営住宅東山団地の管理運営 

◆心に潤いを与えてくれる緑の保全 
　保安林等育成保全事業 ……………  1,125万円 
　　病害虫防除など 
　都市公園等整備事業 …………………  750万円 
　　都市公園等の維持管理・整備など 
　公園維持管理事業  …………………  2,615万円 
　　河川公園等の維持管理業務委託 
　町民緑化意識高揚事業 ………………   95万円 
　　緑、開花マップの作成 

◆用途に応じた安全で快適な移動手段の確保 
　道路整備事業 ………………………  3億720万円 
　　道路を整備するための調査・測量・設計委託、 
　用地購入、物件補償、道路改良舗装工事など 
　道路維持管理事業 ………………   1億6,089万円 
　　道路の清掃、植栽管理、修繕、除雪、消雪パイ 
　プの整備など 
　町循環バス適正運行事業 ……………  2,899万円 

◆快適な生活環境の整備 
　ごみ減量化・資源化推進事業  ………   5,818万円 
　　ごみ収集運搬業務委託など 
　下水道事業安定化対策事業 ……   4億2,423万円 
　　下水道整備に対する特別会計への繰出金 
　ごみ適正処理事業  ………………   1億6,339万円 
　　豊栄郷清掃施設処理組合への負担金 
　し尿処理事業 …………………………  6,354万円 
　　中部衛生センターへの負担金 

安全で安心できる暮らしの実現 
◆安全に暮らせる環境づくり 
　防災訓練実施事業　…………………  231万円 
　　防災計画の策定後、計画に沿った形での防災 
　訓練実施のための経費 
　防災対策推進事業　…………………  170万円 
　　住宅耐震診断補助 
　消防力の整備充実事業　………  2億4,110万円 
　　新発田地域広域事務組合(消防)への負担金、 
　消火栓設置工事など 

◆安心して暮らせる福祉のまちづくり 
　子育て支援事業 ………………　1億5,921万円 
　　小中学生医療費助成、健やか子育て支援、児 
　童手当、チャイルドシート補助など 
　生活支援事業 ………………………  8,098万円 
　　相談支援事業等の各種支援事業 
　施設整備事業 …………………………  950万円 
　　亀塚児童館・亀塚生きがい交流センター下水道 
　接続工事、児童遊園整備など 

　在宅福祉対策支援事業　……………　9,386万円 
　　通所介護運営、在宅介護支援、介護者手当など 
　保育体制充実事業　…………………　7,772万円 
　　保育所運営経費、私立保育園運営補助 
　後期高齢者医療推進事業　…………　2,924万円 
　　後期高齢者医療特別会計への繰出金 
　老人保健･介護保険制度推進事業  1億4,268万円 
　　老人保健･介護保険特別会計への繰出金 

◆生涯健康な暮らしをおくるために 
　妊産婦･乳幼児医療費支援事業　… 　2,691万円 
　　医療費の助成など 
　健診対策強化事業　…………………　3,856万円 
　　各種の健診事業のための経費 
　宿泊型施設維持管理事業　…………　1,045万円 
　　ざぶ～ん館管理業務委託など 
　宿泊型施設整備事業　…………………　864万円 
　　ざぶ～ん館等修繕工事、マイクロバス購入など 
　国民健康保険推進事業　……………　9,525万円 
　　国民健康保険特別会計への繰出金 

第3次総合計画に基づき 
実施する主な事業 

第3次総合計画に基づき 
実施する主な事業 

第3次総合計画に基づき 
実施する主な事業 
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第3次総合計画に基づき 
実施する主な事業 

第3次総合計画に基づき 
実施する主な事業 

活力・魅力あふれる産業づくり 
◆活力・うるおい・彩りあふれる農業 
　病害虫防除対策事業 …………………  745万円 
　　防除費等の助成など 
　都市との交流促進事業 ………………  825万円 
　　交流館『杜』維持管理など 
　生産環境整備事業 …………………  4,221万円 
　　水環境整備、かんがい排水事業、条件整備事業 
　補助金、丸潟地区経営体育成基盤整備事業など 
　環境保全型農業推進事業 ……………  963万円 
　　こだわり農業支援、生ごみ発酵肥料実証事業 
　生産組織育成事業 ……………………  115万円 
　　貸付金の利子補給 
　水田農業確立対策事業 ……………  6,150万円 
　　生産調整に対する助成など 
　農産物価格安定事業 …………………  500万円 
　　農産物価格安定補助 
　田園環境保全向上対策事業 …………  123万円 
　　農業用施設維持管理などの負担金 

◆つくり育てる魅力ある漁業 
　漁業振興事業  ……………………………  97万円 
　　ヒラメ稚魚放流 
　漁業施設周辺整備事業 ………………  2,589万円 
　　浚渫事業、漁具倉庫建設補助 

◆地域に根づく商工業 
　中小企業育成振興事業  …………  1億3,354万円 
　　各種預託金及び利子補給など 
　中小企業活性化支援事業 ……………… 700万円 
　　商工会の運営補助 
　福祉センター運営補助事業 ……………… 76万円 
　　東港港湾労働者福祉センターの運営補助 

◆住む人・訪れる人みんな心潤う観光 
　観光施設運営事業 ……………………… 876万円 
　　海水浴場運営のための経費 
　観光開発支援事業 ……………………  2,060万円 
　　観光協会運営支援、各種イベント支援 

開かれた行財政の推進 
◆ともに考え責任を持つ意識づくり 
　広報広聴活動の充実事業 ……………  689万円 
　　広報せいろう、議会広報の発行 

◆分権型社会に対応した体制づくり 
　広域行政の推進事業 ………………  1,206万円 
　　新発田地域広域事務組合への負担金 
　一般旅券発給事業  ……………………  17万円 
　　一般旅券(パスポート)発給業務のための経費 

◆将来展望に立った行財政の運用 
　行政事務効率化推進事業 ……………  9,329万円 
　　行政事務IT化の推進など 
　職員研修事業 ……………………………  383万円 
　　職員派遣研修など 
　施設維持管理事業  ………………  1億1,550万円 
　　役場庁舎空調設備改修工事など 
　地籍情報異動修正事業 …………………  122万円 
　　地籍図分筆、合筆等修正業務委託 

個性豊かな人・ふるさとづくり 
◆いきいきと学ぶ子どもたちのために 
　幼稚園施設維持管理事業 ……………  746万円 
　　施設改修、耐震補強設計委託 
　情報機器ネットワーク管理事業  ……  6,039万円 
　　情報機器借上など 
　学校施設維持管理事業 ……………  6,176万円 
　　施設改修、耐震補強設計委託など 
　育英事業  ……………………………  3,700万円 
　　育英生貸付金 
　就学支援事業 …………………………  763万円 
　　就学援助、特殊教育就学奨励金 
　人的支援事業　……………………　2,520万円 
　　非常勤講師雇用のための経費 
　介助員配置事業  ……………………  1,804万円 
　　介助員雇用のための経費 

◆豊かな感性を育てるために 
　国体開催事業 …………………………  7,879万円 
　　トキめき新潟国体町実行委員会負担金など 
　文化会館事業 …………………………  3,218万円 
　　文化会館自主事業、設備操作委託など 
　スポーツ活動支援事業  ………………  5,115万円 
　　スポネットせいろう補助金、艇庫建築工事など 

◆豊かな国際感覚をはぐくむまち 
　国際交流事業 ……………………………  704万円 
　　中国ハルビン市との交流事業など 

◆人をはぐくみ癒しの力を持つシステムづくり 
　地域自治振興支援事業 …………………  100万円 
　　地域振興事業への補助 
　公会堂施設整備事業 …………………  2,624万円 
　　公会堂改修等工事費補助金 
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お問い合わせ
生活環境課

蕁27ー1962（直通）

1.

地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
と
は

放
っ
て
お
く
と
、
世
界
規
模
の

災
害
を
招
く
地
球
温
暖
化
。
そ
の

原
因
の
１
つ
で
あ
る
二
酸
化
炭
素

は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
電
気

や
ガ
ス
、
車
を
運
転
す
る
際
の
燃

料
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
こ
と
で
排
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
変
え
て
、
地
域
で
消
費
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
を
少
し
で
も
減

ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
こ
う
し
た
私
た
ち
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
意
識
を
変
え
、
地

域
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

減
ら
し
て
い
く
た
め
の
、
様
々
な

取
り
組
み
を
定
め
た
計
画
で
す
。

〜
緑
豊
か
な
聖
籠
町
の
未
来
の
た
め
〜

聖
籠
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

町
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
削
減
と
有
効
活
用
の
た
め
、
地

域
レ
ベ
ル
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
取
り
組
み
を
定
め
た
計
画
「
聖

籠
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
大
ま
か
な
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

2.

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
経
過

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
様
々
な
立
場
か
ら
の
意
見
を

反
映
す
る
た
め
学
識
経
験
者
、
町

民
、
事
業
者
、
各
種
団
体
等
で
構

成
す
る
検
討
委
員
会
及
び
役
場
内

の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
の
庁
内

委
員
会
を
設
置
、
各
４
回
の
委
員

会
を
開
催
し
検
討
に
当
た
り
ま
し

た
。ま

た
、
町
内
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
現
状
を
把
握
す
る
た

め
、
町
民
・
事
業
者
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

【聖籠町では･･･】
◎聖籠町の１世帯当たりの年間エネルギー消費量は？
原油に換算すると約1,610L、灯油缶（18L）で約89
缶、ドラム缶（200L）だと約8本分になります。
◎聖籠町のマイカー利用状況は？
アンケートの結果によると、自動車の年間走行距離
は１台につき約15,000km、ガソリンは約1,000L消費し
ています（国内の平均年間走行距離は約10,000km）。

3.

ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
期
間

ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
期
間
は
、
２

０
０
８
年
度
か
ら
２
０
１
５
年
度

の
８
年
間
。
こ
れ
を
短
期
（
３
年

程
度
）、
中
期
（
３
〜
５
年
）、
長

期
（
５
〜
８
年
）
の
３
段
階
に
分

け
、
個
々
の
取
り
組
み
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

4.

ビ
ジ
ョ
ン
の
構
成

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
町
に
お
け
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
推
進
を
図

る
た
め
、
そ
の
方
向
性
を
示
す
基

本
方
針
、
目
標
値
、
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
ま

す
。

１
）
基
本
方
針

ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の

方
向
性
を
示
す
基
本
方
針
は
、
以

下
の
３
点
で
す
。

●
町
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
「
つ
な
が
り
」
を
大
切

に●
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
（
産
地
）
か

ら
発
信
す
る
「
エ
コ
で
上
手
な
使

い
方
」

●
持
続
可
能
な
発
展
と
環
境
負
荷

の
少
な
い
地
域
に
向
け
て
育
て
る

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
心

２
）
目
標
値

町
で
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
こ
の
ま
ま
何
も
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
増
え
続
け
て
い
く
と
予

想
さ
れ
て
お
り
、将
来
推
計
で
は
、

２
０
１
５
年
度
に
は
２
０
０
４
年

度
に
対
し
約
５.

８
％
増
加
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
将
来
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
切
に
使
い
な
が
ら
、
そ
の
使
用

量
を
抑
え
る
努
力
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
削
減
目

標
と
し
て
、
2
0
1
5
年
度
ま
で

に
、
2
0
1
5
年
度
の
将
来
推
計

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の

3.

2
％
（
二
酸
化
炭
素
排
出
量

換
算
で
4.

8
％
）
を
削
減
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

100,000 

80,000 

60,000 

40,000 

20,000 

0
2004年度 2015年度推計 2015年度目標 原油換算（kl） 

80,394 85,046 82,327

 ▲3.2％ 
（▲2,719KL） 
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町の率先行動プロジェクト 
 
① 無駄のない施設管理及び施設整備 
② 省エネルギー診断の受診 
③ 省エネ普及啓発ツールの率先的導入 

エコドライブプロジェクト 
 
④ 聖籠町エコドライブ制度の確立 
⑤ 聖籠町ドライビングコンテストの開催 
⑥ 町循環バスの利用促進 

事業者との連携プロジェクト 
 
⑦ エコ・オフィス認定制度の構築 
⑧ LNG冷熱利用の検討 

町民との連携プロジェクト 
 
⑨ 省エネ「夏キャンペーン事業」 
⑩ 暮らしの省エネ「虎の巻」の作成 

省エネ農業プロジェクト  
⑪ 省エネ農業モデル事業の検討 
⑫ 農産バイオマスを活用した代替エネ 
　 ルギーの検討 

エネルギーのまちプロジェクト  
⑬ 家族でざぶ～ん！キャンペーン 
⑭ 環境教育ツールの開発（こども園） 
⑮ 環境教育ツールの開発（小・中学校） 
⑯ 事業者と連携した省エネ教育の実施 
⑰ 天ぷら油リサイクルの検討 

町では、既にISO14001を取得し環境に
関する取り組みを進めていますが、さらに
省エネに関する取り組みを推進します。ま
た、それらの取り組みについて積極的に、
町民や事業者のみなさんに情報提供を行
っていきます。 

自動車利用に関する省エネを推進してい
きます。具体的には、エコドライブ制度の
確立や、ドライビングコンテストの開催な
どを検討していきます。また、環境に優し
いエコバスの利用促進も図ります。 

事業者のみなさんと連携を図りながら、省
エネルギーを進めるオフィスを応援する
認定制度を構築します。また、LNGガス生
産時に発生する冷熱についても、その利
用方法を検討していきます。 

町民のみなさんと連携を図りながら、省エ
ネルギーを進めるため、省エネルギーが
楽しみながらできるような仕組みづくりを
行います。また、みなさんの省エネルギー
アイデアを募集・紹介していきます。 

農業に関する省エネルギーについて情報
収集を行い、関係機関と連携しながら普
及啓発を行っていきます。また、地域で未
活用の農産バイオマスを利用したまちづ
くりも検討していきます。 

省エネルギーを想う「もったいない」の心
を育む取り組みを進めていきます。その
ため、こどもたちにも省エネルギーを自
然に学んでもらえるような環境教育ツー
ルを作り、活用していきます。また、天ぷ
ら油を利用した燃料の製造についても検
討していきます。 

つ
な
が
り
を
大
切
に 

エ
コ
で
上
手
な
使
い
方 

も
っ
た
い
な
い
の
心 

基本方針 重点プロジェクト プロジェクト概要 ３
）
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
基
本

方
針
に
基
づ
き
具
体
的
に
展
開
す

る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
、

そ
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

聖
籠
町
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
会
議（
事
務
局  

生
活
環
境
課
） 

国・新潟県 

教育機関等 

・省エネルギー 
　導入への取組 
　みの推進 

・省エネルギー 
　に関する環境 
　教育の推進 

情報 
意見 
提言 

情報 
支援 

・情報提供 

主　体 

主　体 

・各主体が自主的 
　に取り組む 
・省エネに関する 
　意見・提言 
・省エネ活動を 
　推進 

・参 加 

・活動状況の把握 
・PDCA（点検・見直し） 

地域に 
省エネルギーの 
風土をつくる 

プロジェクト 
を推進 

町 民 事業者 

行 政 

町 民 事業者 

「きっかけ」 
の提供 

「きっかけ」 
の提供 

行 政 

「町民・事業者」自ら参画 

省エネルギーの推進 

5.

推
進
体
制

ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、「
聖
籠
町
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
会
議
（
仮
称
）」
を
設
置
し
ビ

ジ
ョ
ン
全
体
の
進
捗
管
理
を
行
う

と
と
も
に
、
事
業
者
、
教
育
機
関
、

国
、
県
等
の
関
係
団
体
と
連
携
・

協
同
し
て
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。ま

た
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
部
会
等
を
設
け
個
別

に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
庁
内
の

関
係
部
署
の
ほ
か
、
町
民
や
事
業

者
が
参
画
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。
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〜
運
動
の
勧
め
と
注
意
点

〜

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
　
所
長
　
丸
山
　
貴
広

冬
が
終
わ
り
、
外
で
体
を
動
か

せ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
運
動

は
体
に
よ
い
効
果
を
与
え
る
反

面
、
運
動
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識

は
運
動
障
害
や
生
命
の
危
険
を
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
病
院
で

は
、
筋
肉
、
骨
と
い
え
ば
整
形
外

科
の
分
野
で
す
が
、
今
回
は
内
科

か
ら
運
動
に
関
す
る
お
話
を
し
ま

す
。

1.

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
運
動

食
べ
も
の
と
し
て
摂
取
し
た
炭

水
化
物
や
糖
、
脂
質
は
、
体
を
動

か
す
燃
料
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
と
し

て
主
に
消
費
さ
れ
ま
す
が
、
消
費

さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
上
に
食
事

を
取
る
と
皮
下
や
肝
臓
な
ど
の
体

内
に
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
ま

す
。
普
段
の
生
活
で
多
く
の
運
動

を
行
う
こ
と
は
、
余
計
な
脂
肪
を

時
間
以
内
に
蛋
白
質
と
糖
分
を
取

る
必
要
が
あ
る
と
実
験
で
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
運
動
や
筋
肉
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
筋
肉
が
壊

れ
、
運
動
後
２
時
間
以
内
に
糖
と

蛋
白
を
補
給
す
る
こ
と
で
効
率
よ

く
筋
肉
が
作
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

運
動
後
は
体
を
筋
肉
作
り
に
集
中

さ
せ
る
た
め
、
睡
眠
で
ゆ
っ
く
り

と
体
を
休
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
入
眠
後
３
時
間
経
つ
と
成
長

ホ
ル
モ
ン
が
脳
か
ら
分
泌
さ
れ
、

筋
肉
の
修
復
が
促
さ
れ
ま
す
。
夜

更
か
し
、
夜
遊
び
は
、
筋
肉
に
と

っ
て
禁
物
で
す
。
一
流
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
は
、
自
分
の
体
力
の
向

上
・
維
持
に
気
を
使
う
の
で
、
自

分
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
こ

と
を
嫌
う
そ
う
で
す
。
規
則
正
し

い
生
活
は
、
ど
の
よ
う
な
分
野
で

も
重
要
で
す
。

3.

運
動
す
る
際
の
注
意
点

今
ま
で
運
動
す
る
習
慣
が
無
い

方
が
、
い
き
な
り
運
動
を
行
う
と

身
体
に
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
あ
る
県
職
員
の
方
が
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
改
善
を
目

指
し
て
毎
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
行

い
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
最
中
に
突
然

死
し
た
こ
と
が
昨
年
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
元
五
輪
水
泳
選
手

の
木
原
美
知
子
さ
ん
は
、
水
泳
教

室
の
指
導
中
に
く
も
膜
下
出
血
で

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
亡
く
な
る

数
日
前
か
ら
「
疲
れ
や
す
い
」
と

体
の
不
調
を
訴
え
ら
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。体
調
が
優
れ
な
い
時
は
、

運
動
を
休
む
勇
気
も
必
要
で
す
。

運
動
を
始
め
る
際
の
ス
ト
レ
ッ

チ
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、
終

わ
る
際
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
も
、
運

動
時
の
事
故
を
防
止
す
る
重
要
な

事
項
で
す
。

ま
た
、
薬
を
内
服
さ
れ
て
い
る

方
は
運
動
を
始
め
る
前
に
主
治
医

へ
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
血
圧

を
下
げ
る
薬
の
中
に
は
運
動
中
に

血
圧
の
上
昇
を
抑
え
る
薬
が
あ

り
、重
い
負
荷
の
運
動
を
す
る
と
、

具
合
が
悪
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
運
動
時
の
体
の
管
理
責
任
は

基
本
的
に
各
個
人
に
あ
り
、
体
に

心
配
が
あ
る
場
合
は
、
負
荷
心
電

図
な
ど
の
検
査
（
メ
デ
ィ
カ
ル
チ

ェ
ッ
ク
）
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

4.

子
ど
も
の
体
と
ス
ポ
ー
ツ

私
が
子
ど
も
の
頃
は
「
運
動
中

に
水
分
を
取
る
な
」「
足
腰
を
鍛

え
る
た
め
に
う
さ
ぎ
跳
び
を
し

ろ
」
と
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
科
学
的
な
研
究
で
、
こ
れ
ら

の
指
導
は
誤
っ
た
認
識
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
月

に
行
わ
れ
た
聖
籠
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

山
本
智
章
先
生
の
ご
講
演
で
、

「
子
ど
も
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
は
、

ゲ
ー
ム
と
し
て
楽
し
ん
で
行
う
こ

と
が
重
要
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
中
学
生
ま
で
は
、
骨
、
筋
肉

は
発
達
段
階
に
あ
り
、
過
度
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
筋
、
関
節
の
障
害

を
発
生
さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
誤
っ
た
フ
ォ
ー
ム
で

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
と
、
関
節
の
障

害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。最
近
は
、

野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
や

試
合
の
後
で
使
っ
た
筋
肉
の
冷
却

（
ア
イ
シ
ン
グ
）
も
広
ま
り
つ
つ

あ
る
よ
う
で
す
。
子
ど
も
の
時
期

は
、色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
、

楽
し
み
、
親
し
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
は
、
子

ど
も
が
一
生
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、

子
ど
も
の
体
を
理
解
し
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
障
害
か
ら
守
る
大
切
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。

5.

終
わ
り
に

今
回
は
、
運
動
に
つ
い
て
総
論

的
な
お
話
を
し
ま
し
た
。
具
体
的

な
運
動
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、

後
日
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

た
、
３
月
で
退
職
さ
れ
た
当

院
看
護
師
の
松
田
理
絵
さ
ん
に

は
、
今
回
を
含
め
３
回
カ
ッ
ト
を

描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

紙
面
を
借
り
て
感
謝
い
た
し
ま

す
。

体
内
に
貯
蓄
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま

す
。
ま
た
、
運
動
を
行
う
と
新
た

に
筋
肉
が
作
ら
れ
ま
す
。
筋
肉
が

増
え
る
と
同
じ
運
動
を
行
っ
て

も
、
よ
り
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

消
費
さ
れ
、
肥
満
の
予
防
、
治
療

に
つ
な
が
り
ま
す
。
筋
肉
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
は
、
車
に
例
え
る

と
エ
ン
ジ
ン
を
燃
費
の
悪
い
も
の

に
変
え
る
の
に
似
て
い
ま
す
。
車

の
エ
ン
ジ
ン
は
燃
費
の
よ
い
も
の

に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
人
間
の
場
合
現
在
の
よ

う
に
食
料
に
困
ら
な
い
時
代
に

は
、
筋
肉
を
増
や
し
て
多
く
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
、
生
活
習
慣

病
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
運
動
を
行
う
こ
と
で
骨

に
刺
激
を
与
え
、
丈
夫
な
骨
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
動
は
筋

肉
だ
け
で
な
く
、
骨
や
人
間
の
心

へ
も
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

2.

筋
肉
の
作
り
方
〜
筋
肉
を

作
る
食
事
と
は

効
率
よ
く
筋
肉
を
増
や
す
に

は
、
運
動
や
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
週
３
日
以
上
行
い
、
運
動
後
２

ド
ク
タ
ー
丸
の

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り
vol.23
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9 H20.4広報聖籠

お問い合わせ　 上下水道課 下水道係 蕁27－2111（内線342）

※工事予定箇所については、平成20年3月現在のため変更となる場合があります。

下水道工事箇所は、上記藤寄・大夫興野地内で、約
３㎞行う予定です。
※供用（使用）開始の予定
①旭ヶ丘・大夫興野・藤寄集落の一部（県道東港線
から右側）は、平成21年10月中旬。

②藤寄集落の一部（県道東港線から左側）は、平成
22年4月中旬。
皆さまには工事中、大変ご不便をおかけいたします

が、一日も早い下水道の全町供用開始を目指すため、
ご理解とご協力をお願いいたします。

平成20年度　下水道工事予定箇所

今年度の下水道工事予定箇所をお知らせします 今年度の下水道工事予定箇所をお知らせします 今年度の下水道工事予定箇所をお知らせします 

聖籠町公共下水道シンボルマーク

サッちん ナッちゃん

カッちゃん

安心で快適な
まちづくりのために
下水道の接続を！

凡　例 

工事予定箇所 

藤寄・大夫興野地内 

広報4月PDF  08.3.26 2:37 PM  ページ 9



広報聖籠 H20.4 10

70～74歳の国民健康保険の加入者の方へ
窓口負担が１割に据え置かれます

75歳以上の方と同居する国民健康保険の加入者の方へ
後期高齢者医療制度創設にともなって、

国民健康保険の保険税が軽減される場合があります。

医療制度改革により、平成20年4月から窓口負担2割とされていましたが、平成20年4月から平成21年3
月までの1年間、1割に据え置かれます。
支払っていただく医療費の1ヵ月あたりの限度額についても、従前のまま据え置かれます。

平成20年4月以降、75歳以上の方は、後期高齢者医療制度に移行し、新
制度の保険料を納めることになります。それにともなって、国民健康保険
に引き続き加入する方の保険税負担が急に増えることのないように国保被
保険者の保険料については、次のような軽減を受けることができます。

●75歳以上の方が後期高齢者医療制度、75歳未満の方が国民健康保険に加入することになる場合

国民健康保険

被保険者

後期高齢者医療制度

被保険者

国民健康保険

被保険者例

① 所得の低い方の国保保険税の軽減について
保険税の軽減を受けている世帯は、世帯構成や収入が変わらなければ、5年間今までと同じ

軽減を受けることができます。

② 世帯割で賦課される国保保険税の軽減について
国民健康保険の被保険者が１人となる場合には、５年間、世帯割で賦課される保険税（世帯

割分）が半額になります。

●75歳以上の方が被用者保険から後期高齢者医療制度に移行することにより、その被扶養者（65
～74歳）が国民健康保険に加入する場合

会社の健康保険
被保険者（夫）と
被扶養者（妻）

後期高齢者医療制度

被保険者

国民健康保険

被保険者
（新たな保険料負担）

例

新たに国民健康保険に加入し、国保保険税を納めることになった方については、市町村の窓口
に申請いただければ、2年間、被保険者1人あたりで賦課される保険税（均等割分）が半額に、
さらに被保険者が1人の場合には、世帯別で賦課される保険税（世帯割分）も半額になります。

お問い合わせ　 町民課 保険係 蕁27－2111（内線117）

夫（76歳）妻（72歳）

夫（76歳）妻（72歳） 夫（76歳） 妻（72歳）

夫（76歳） 妻（72歳）

→

→

広報4月PDF  08.3.26 2:38 PM  ページ 12



11  H20.4広報聖籠

65～74歳の国民健康保険に加入する世帯主の方へ
国民健康保険税が年金から徴収されます。

65歳から74歳までの世帯主の方であって、次の①から④のすべてにあてはまる方は、
平成20年4月に支給される年金から、国民健康保険税を差し引いて納めていただくこと
（特別徴収）になります。

【年金天引き（特別徴収）の対象となる人は？】

① 世帯主が国民健康保険に加入しており65歳から74歳である場合

② 世帯の国民健康保険加入者が全員65歳から74歳である場合

③ 国保世帯主が年額18万円以上の年金を受給している場合

④ 国保世帯主が介護保険料の特別徴収（年金天引き）対象者で、国保世帯主の介護保険料と国保

税の合計額が年金支給額の2分の1を超えない場合

以上①～④の条件をすべて満たす場合、国民健康保険税は国保世帯主の年金からの特別徴収（年

金天引き）となります。

条件①～④にあてはまらない方はいままでどおりの納付となります。

● 特別徴収開始通知書
4月上旬に、特別徴収を開始することをお知らせする通知書が届きます。

● 年金振込通知書
年金保険者から4月15日までに送付される年金の支払額に関する通知書（年金振

込通知書）の中に、年金から徴収される国民健康保険の保険税額が記載されています。

【年金から保険料が徴収される方に届けられる通知書】

お問い合わせ　 町民課 保険係 蕁27－2111（内線117）

年金から徴収されない方へ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

納税は便利な口座引きで！
年金から国民健康保険税が徴収されない方はいままでどおりの納付方法となり、5月
から納付開始となります。
口座引き落としを申し込まれますと、指定した口座の預金から保険税が自動的に引き
落とされますので、納め忘れの心配がなく大変便利です。
4月中に申し込みいただくと、平成20年度の第1期（5月）から口座引き落としが開
始されますので、この機会にぜひ便利な口座引きをご利用ください。
申し込みの方法などは役場町民課までお問い合わせください。

広報4月PDF  08.3.26 2:37 PM  ページ 11



広報聖籠 H20.4 12

お問い合わせ　 町民課 保険係 蕁27－2111（内線116・117）

介護保険料は、普通徴収の方は5月から12月までの計8期、特別徴収の方は年金受給月である4・6・8・
10・12・2月の計6期にわたり納付していただきます。
納期については、「仮徴収期間」と「本徴収期間」がありますが、今回は「仮徴収期間」分についてご案内いた

します。

65歳以上の方へ

１期 ２期 

２期 １期 

４月 納付月 

普通徴収 

特別徴収 

５月 ６月 

３期 

３期 

４期 ５期 

４期 

６期 ７期 

６期 ５期 

８期 

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 

－ － － － － － 

－ － － － 

１月 ２月 ３月 

仮徴収期間とは…前年度の保険料段階をもとに徴収する期間
普通徴収は1・2期。特別徴収は1・2・3期。

本徴収期間とは…前年度の所得をもとに決定した介護保険料額から仮徴収額を差し引いた金額を徴収する期間
普通徴収は3・4・5・6・7・8期。特別徴収は4・5・6期。

老齢基礎年金等や遺族年金または障害年金を年額18万円以上受給している方は、原則特別徴収（年金からの
天引きによる納付）の対象となります。
※年金の支給が停止となった場合等は、普通徴収へ切り替わります。

通知時期：特別徴収の仮徴収期間分の通知は 4月上旬 に発送します。

特別徴収の対象とならない方は、普通徴収（納付書または口座振替）により納付
していただきます。
（特別徴収の対象とならない方）
◇老齢基礎年金等や遺族年金または障害年金の受給額が年額18万円未満の方
◇老齢福祉年金のみの受給者
◇年度途中に、本町に転入した方
◇年度途中に、65歳になった方　など

※年度途中に転入した方や65歳になった方で、年額18万円以上年金受給している方は、
半年から1年で特別徴収に切り替わります。徴収方法が変更となる場合は、事前に通知
書を送付しますので必ずご確認ください。また変更にかかる手続は必要ありません。

通知時期：普通徴収の仮徴収期間分の通知は 5月中旬 に発送します。

普通徴収の方には納め忘れを防ぐためにも口座振替をお勧めしています。ご希望の方は、
役場町民課へお問い合わせください。お申し込みいただいた月の翌月から口座振替が開始
されます。

～～～ 激変緩和措置について ～～～
平成17年度の税制改正により、住民税非課税者から課税者となり、保険料の段階が上昇した方に対しては、
引き続き激変緩和措置を行います。

納付には納め忘れ
を防ぐ、口座振替
がお勧めです！
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国民年金の加入種別は、本人や配偶者の就職・転職・退職等により変わります。
種別が変わった時には届出が必要です。将来の年金受給権を確保するためにも、忘れずに届出

をしましょう。

～加入者の種類は3種類～

○第1号被保険者 自営業者、農林漁業者、無職、自由業者などの人とその配偶者、学生

○ 第2号被保険者 厚生年金保険加入者、共済組合員、船員など

○ 第3号被保険者 第2号被保険者（厚生年金や共済組合などの被保険者）に扶養されている配偶者

お問い合わせ　　町民課 国民年金担当 蕁27－2111（内線112）
新発田社会保険事務所　　　蕁23－2120

届出を忘れたり、未納にしたりすると、せっかく納めてきた保険料がムダになってしまいます。
そればかりか、将来受け取る年金が減額され、「障害年金」や「遺族年金」を受給できなくなる場合が
ありますのでお気をつけください！

※年金に関する相談専用ダイヤルがあります　年金ダイヤル 0570－05－1165
いいろうご

国民年金加入の手続きをする
第1号被保険者⇒市町村
第3号被保険者⇒配偶者の勤務先

20歳になったとき

国民年金加入の手続きをする
（被扶養配偶者も同様）

市町村窓口会社を退職したとき

第3号被保険者への
種別変更の手続きをする

配偶者の勤務先
結婚や退職等で配偶者の
扶養になったとき

第3号被保険者から第1号被保険
者への種別変更の手続きをする

市町村窓口配偶者の扶養からはずれたとき

保険料の免除申請をする市町村窓口保険料を納めるのが困難なとき

口座振替依頼書を提出する金融機関又は社会保険事務所
口座振替を開始・停止・変更す
るとき

〜
被
保
険
者
の
資
格
等
に
関
す
る
届
出
〜

〜
保
険
料
に

関
す
る
届
出
〜

こんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときはこんなときは ここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）でここ（届出先）で こうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょうこうしましょう
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～4月支給年金から天引きされる保険料額の通知を送付します～
後期高齢者医療保険料の仮徴収が、4月年金支給より開始されます。仮徴収期間分の通知は、4月上旬頃の送

付となります。

保険料が年金天引き（特別徴収）される方

受給している年金額が年額18万円以上の方。
ただし、介護保険料と合わせた保険料額が年金額の1/2を超えるとき等は、普通徴収

（納付書または、口座振替による納付）となります。
※ 保険料の納付は、原則特別徴収となりますので、上記以外で納付方法を普通徴収に
することはできません。

後期高齢者医療制度からのお知らせ
75歳以上の方の

保険料が年金天引き（特別徴収）される方の通知について

4月と7月（2回）に保険料納付通知が、発送されます。
・4月通知 … 4・6・8月に年金天引きされる保険料額の通知（仮徴収）
・7月通知 … 平成20年度の保険料額と10・12・2月に年金天引きされる保険料額の通知（本徴収）
※ 年金から保険料天引きされない方（普通徴収）は、7月（1回）に、平成20年度の保険料額と7月～翌年3月
まで納付する保険料額の通知があります。

普通徴収の方には、納め忘れを防ぐためにも口座振替をお勧めしています。ご希望の方は、町民課保険係へ

お問い合わせください。お申込みいただいた月の翌月から口座振替が開始されます。

お問い合わせ　 町民課 保険係 蕁27－2111（内線115・116）

平成20年度「あそび教室」参加者募集

【開催期間】 平成20年4月30日～平成21年3月18日まで
毎週水曜日 午前10時～11時30分
※参加者には後日詳しい日程をお知らせします。

【会　　場】 聖籠町保健福祉センター　大集会室
【内　　容】 親子あそび、リズムあそび、自由あそび等
【対　　象】 平成20年4月1日で1歳6か月以上～就園前の児と

その保育者
定員20組（継続して参加できる方に限ります。）

【申し込み受付期間】 平成20年4月14日（月）～16日（水）
申し込み先
保健福祉課（保健福祉センター内）保健師 蕁27－6511

「あそび」は子どもが育っていくための栄養です。
大人にとっては、ムダなことや同じことのくり返し
のように見えても、必ず子どもの成長に役立ってい
ます。

子どもと一緒に楽しんで遊びたい！
子どもとどんな風に遊んだらいいの？
子どもが喜ぶ遊びって何だろう？

こんな思いはありませんか？

「あそび」を通じて、子どもと大人が「共に育つ場」「向き合う場」として《あそび教室》を開催します。
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交 通 
安 全 
交 通 
安 全 
vol.72

◆
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

◆
子
ど
も
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う
！

新
入
学(

園)

シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
新
た
に
通
学
・
通
園
す
る

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
子
ど
も
た
ち
へ
交
通

ル
ー
ル
を
教
え
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
子
ど
も
と
一
緒
に

い
る
と
き
は
言
葉
だ
け
で
な
く
、

正
し
い
行
動
を
目
の
前
で
や
っ

て
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

町の交通事故発生状況

★
特
徴
を
知
っ
て
防
ご
う
！

子
ど
も
の
交
通
事
故

・
夢
中
に
な
る
と
周
り
が
見
え
な

く
な
る

・
そ
の
時
の
気
分
に
よ
っ
て
行
動

が
変
わ
る

→

気
分
に
よ
っ
て
注
意
力
が
散

漫
に
な
り
、
危
険
な
行
動
を

と
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

・
物
事
単
純
に
し
か
理
解
で
き
な

い

→

手
を
上
げ
さ
え
す
れ
ば
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
車
が
止
ま
っ

て
く
れ
る
と
思
い
が
ち
で
す
。

・
大
人
の
真
似
を
し
が
ち

・
物
か
げ
で
遊
ぶ
傾
向
が
あ
る

請
求
期
間
は
交
通
災
害

を
受
け
た
日
か
ら
起
算

し
て
１
年
以
内
で
す
。

平成20年

平成19年

増　減

8

8

0

0

0

0

9

11

－2

18

14

＋4

1

0

＋1

20

17

＋3

発生
件数

死者数 傷者
発生
件数

死者数 傷者

2 月 1 月～ 2 月区分

思いやり 若葉へ 紅葉へ 歩行者へ

平成20年春の全国交通安全運動
実施期間 4月 6 日（日）から

4月15日（火）までの10日間

交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と
は

生
活
環
境
課

蕁
2
7
ー
1
9
6
2（
直
通
）

年

交
通
災
害
共
済
加
入
者
の
み
な
さ
ん

見
舞
金
の
請
求
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

Ｉ
交
通
災
害
に
よ
る
共
済
見
舞
金
は
、

実
治
療
日
数
７
日
以
上
で
請
求
で
き
ま
す
Ｉ

不
幸
に
し
て
交
通
災
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
、
交
通
災
害
共
済
加

入
者
（
会
費
年
間
一
人
５
０
０
円
）
は
実
治
療
日
数
７
日
以
上
の

傷
害
か
ら
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
、
相
談

は
聖
籠
町
役
場
生
活
環
境
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
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みんなと一緒に遊びましょう 

“おいでよ”「仲間になろうよ」 

参加申込は不要です。 
初めての人も一度遊びに来てみてください。 
たくさんのお友だちと出会えるよ。 

聖籠こども園 
蕁27－3322　FAX27－8888

　聖籠こども園では、子育て支援事業としてすくすくサロン「さくらんぼ」を開催しています。在宅で
子育てをしている全ての親子が対象です。 
　お子さんの遊び場として、お家の方の仲間づくりや出会いの場として園を開放しています。お母さん
はもちろん、日頃子どもと一緒に遊ぶ時間の少ないお父さん、子守をしているおじいちゃん、おばあち
ゃん･･･　お子さんと一緒に遊びにきませんか。 

＊ 7 日（月）･･･20年度すくすくオープン 
＊ 8 日（火）･･･0歳児～1歳6か月児測定日 
＊15日（火）･･･1歳6か月以上測定日 
＊19日（土）･･･親子ふれあいタイム 

★開放日…月曜日～土曜日  毎日開放 
午前 9：00～11：30 
午後 3：00～ 5 ：00 

　お休み　祝祭日・年末年始　無料です 

測定・お話タイム（毎週火曜日） 
＊第1火曜日→０歳児～１歳６か月児の日 
＊第2火曜日→１歳６か月児以上の日 
＊第3火曜日→「絵本の読み聞かせ」 

子育て相談 
＊毎週水曜日（午後3：00～5：00）子育て 相談に応じ 
　ます。 

親子ふれあいタイム 
隔週木曜日に0歳、1歳、2歳の日として各年齢ごとに 
楽しい活動をします。 
＊第1土曜日･･･親子ふれあいタイム 
（祝日などに変更になる場合があります。月のお便りで 
お知らせしますのでご覧ください。） 

●親子遊びを通して、親子のつながりを深めな 
　がら、お子さんの感性や能力を伸ばします。 
●いろいろな人とかかわりながら、情報交換や 
　仲間づくりを行う場です。 
●家庭以外の人とのかかわりを通して、人との 
　かかわりへの適応を促します。 
●子育ての悩みごとなどを相談できる場です。 
●子育てに役立つ情報がたくさんあります。 

こどもと一緒に 
遊びたいんだけど… 

子守を頼まれたけど 
こどもを遊ばせるところは 

ないかなぁ… 

どうやって 
こどもと遊んだら 
いいの？ 

　各年齢毎に“春の会”「はじめまして･･･」の会を開催します。 
手遊びや親子ふれあい遊びをして楽しみましょう。 

  ＊10日（木）･･･２ちゃん 集まれ!!（２歳児の日） 
  ＊17日（木）･･･１ちゃん 集まれ!!（１歳児の日） 
  ＊24日（木）･･･０ちゃん 集まれ!!（０歳児の日） 
  （年齢の日に予定が合わない場合はいつでも結構です） 
・会場･･･すくすくサロン「さくらんぼ」（聖籠こども園） 
・時間･･･10：00～11：30（年齢によって活動・時間は違います） 
・持物･･･飲み物（お茶・水）・タオル・着替えなど 
お父さん・おじいちゃん・おばあちゃんの参加もお待ちしています。 
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事業着手予定月　　　　事前協議締切

地
域
振
興
の
支
援
を
目
的
に
今

年
度
も
皆
さ
ん
か
ら
の
事
業
要
望

を
受
け
付
け
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
今
ま
で
に
各
集

落
、
団
体
か
ら
地
域
の
振
興
を
目

的
に
「
お
祭
り
の
開
催
」、「
緑
化

運
動
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、
そ
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

次
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
参
加
、

集
落
で
の
実
践
等

●
広
報
紙
発
行
活
動

広
報
せ
い
ろ
う
の
集
落
版
発
行

◆
補
助
金
の
額

予
算
の
範
囲
内
で
次
の
要
件
に

基
づ
い
て
交
付
し
ま
す
。

・
一
団
体
30
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。

・
対
象
事
業
経
費
の
３
分
の
２
を

限
度
と
し
ま
す
。

・
飲
食
代
は
総
事
業
費
の
20
％
以
　

内
を
対
象
事
業
費
と
し
ま
す
。

●
青
少
年
健
全
育
成
活
動

幼
・
保
育
園
児
・
小
・
中
・
高

校
生
に
よ
る
野
外
活
動
、
週
休
２

日
制
へ
の
対
応
事
業
等

●
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
活
動

啓
発
活
動
、
講
演
会
、
あ
い
さ

つ
運
動
等

●
伝
統
芸
能
の
保
存
伝
承
活
動

集
落
等
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
の

保
存
伝
承
の
た
め
の
活
動

●
健
康
増
進
活
動

健
康
管
理
器
具
等
の
整
備
、
各

種
教
室
・
講
演
会
の
開
催
等

●
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
山
登
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等

●
生
活
環
境
の
改
善
・
向
上
活
動

緑
化
運
動
、
道
路
清
掃
等

●
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

活
動防

災
等
訓
練
の
実
施
、
交
通
安

全
教
室
の
開
催
等

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

※
事
業
着
手
予
定
日
と
は
、
事
業

の
事
前
準
備
な
ど
の
最
初
の
日
を

い
い
ま
す
。

◆
予
算
の
状
況
に
よ
り
補
助
金
額

の
変
更
及
び
事
業
の
延
期
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場

総
務
課
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課
総
合
政
策
係

蕁
２
７
｜
２
１
１
１

（
内
線
２
２
７
）

◆
補
助
団
体

各
集
落
又
は
町
内
在
住
者
20
名

以
上
で
組
織
す
る
も
の
で
、
期
限

ま
で
に
活
動
事
業
を
申
請
し
、
承

認
さ
れ
た
団
体
（
各
年
度
に
申

請
・
承
認
）

◆
対
象
事
業

地
域
自
治
の
振
興
を
図
る
た
め

の
活
動
で
概
ね
次
の
よ
う
な
事
業

を
対
象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
他
の

補
助
金
の
対
象
と
な
る
事
業
、
宗

教
に
関
す
る
事
業
、
及
び
政
治
的

活
動
に
関
す
る
事
業
は
除
き
ま

す
。
ま
た
同
一
事
業
の
継
続
は
３

か
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
交
流
活
動

お
祭
り
、
運
動
会
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
、
農
業
体
験
等
（
他
地
域
と
の

交
流
を
含
む
）

●
福
祉
活
動

高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
・
弁
当

配
布
、
助
け
合
い
運
動
、
声
か
け

運
動
、
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
等

◆
事
前
協
議

申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

次
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
事
前
協

議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

地
域
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「
地
域
振
興
支
援
事
業
」を
募
集
し
ま
す

日時　 会場　 内容　 対象　 申し込み　 問い合わせ

４月・５月・６月

７月・８月・９月

10月・11月・12月

１月・２月・３月

計画決定後速やかに

４月30日まで

７月31日まで

10月15日まで

広報4月PDF  08.3.26 2:38 PM  ページ 17



広報聖籠 H20.4 18

I N FORMAT ION

INFORMATION

I N FORMAT ION

お問い合わせ先 
町   役   場　　蕁27－2111 
町 民 会 館　　蕁27－2121 
図   書   館　　蕁27－6166 
保健福祉課（保健福祉センター内） 
　　　　　　　蕁27－6511 
診   療   所　　蕁27－1234

4 月 の 行 事
《保健福祉事業》

ところ　役場相談室
◆行政相談
８日（火）午前９時30分～
総務課（内線２２３）

ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査・各種学級
○１歳２か月児歯科健診
14日（月）午後１時15分～
○１歳６か月児健診
24日（木）午後１時15分～
○乳児健診
25日（金）午後１時15分～

◆各種予防接種
（受付は午後１時10分～）
○BCG予防接種
８日（火）午後１時40分～
○麻しん風しん混合予防接種
９日（水）午後１時40分～
○三種混合予防接種
10日（木）午後１時40分～

ところ　結いハート聖籠
◆弁護士相談（要予約）
24日（木）午後１時～
◆心配ごと相談
２日（水）、16日（水）
午後１時～
社会福祉協議会
蕁２７－６７６７

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

苗
木
を
植
え
て

家
庭
の
緑
化
を
す
す
め
ま
し
ょ
う

・
新
し
い
家
族
の
誕
生
や
結
婚
な

ど
の
慶
事
の
場
合

・
家
庭
の
緑
化
を
推
進
す
る
方

※
家
庭
の
緑
化
を
推
進
す
る
場
合

は
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で

す
。

※
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
ま
い
の
方

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
苗
木
の
本
数

町
指
定
の
苗
木
か
ら
１
回
の
お

申
し
込
み
に
つ
き
２
本
以
内
で

す
。例

１
　
モ
ク
レ
ン
２
本

例
２
　
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
１
本
・
マ

サ
キ
１
本

■
苗
木
の
種
類

モ
ク
レ
ン
・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・
ヤ
　

マ
ボ
ウ
シ
・
サ
ル
ス
ベ
リ
・
ツ

バ
キ
・
サ
ザ
ン
カ
・
キ
ン
モ
ク

セ
イ
・
マ
サ
キ
・
ナ
ン
テ
ン
・

ク
ロ
マ
ツ

■
申
し
込
み
か
ら
苗
木
配
布
ま
で

の
例

※
自
動
車
運
転
免
許
等
の
身
分
を

証
明
す
る
も
の
と
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

・
お
子
様
の
誕
生
な
ど
で
苗
木
配

布
を
希
望
す
る
場
合

↓

・
役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課
へ
「
苗

木
申
込
書
」
を
提
出

↓
・
役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課
か
ら

「
苗
木
引
換
券
」
の
贈
呈

↓

・
「
苗
木
引
換
券
」
を
町
指
定
苗

木
取
扱
店
へ
持
参

※
「
苗
木
引
換
券
」
の
有
効
期
限

は
発
行
日
か
ら
１
年
以
内
で
す

↓

・
町
指
定
苗
木
取
扱
店
か
ら
苗
木

を
受
け
取
り
、
庭
な
ど
に
植
え

る
。

※
当
該
苗
木
を
良
好
に
管
理
す
る

と
と
も
に
、
快
適
な
生
活
環
境

の
形
成
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※
種
類
に
よ
っ
て
は
、
お
取
り
寄

せ
に
お
時
間
を
い
た
だ
く
場
合

や
ご
用
意
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
取
扱

店
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
町
指
定
苗
木
取
扱
店

・
プ
ラ
ン
ト
４
聖
籠
店

蕁
３
２
｜
６
２
０
０

・
曽
根
建
㈱

蕁
２
７
｜
５
１
１
１

・
㈲
栗
原
緑
樹
園

蕁
２
７
｜
５
３
０
０

・
㈲
聖
光
園

蕁
２
７
｜
４
３
３
９

・
北
越
緑
化
㈱
聖
籠
営
業
所

蕁
２
７
｜
６
６
６
５

・
㈱
市
川
組

蕁
２
７
｜
７
７
６
４

・
㈱
丸
昭
工
務
店

蕁
２
７
｜
２
３
３
５

■
　
　
ふ
る
さ
と
整
備
課

蕁
２
７
｜
２
１
１
１

（
内
線
２
３
１
・
２
３
５
）

※
２
月
末
ま
で
で
１
０
３
件
の
申

し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
で
は
町
内
の
家
庭
の
緑
化
を

す
す
め
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内

で
次
の
と
お
り
苗
木
の
配
布
を
行

い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
役
場
ふ
る
さ

と
整
備
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に

・
住
宅
（
一
戸
建
）
を
新
築
ま
た

は
購
入
し
た
方

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

４
月

４
日
・
聖
籠
こ
ど
も
園
入
園
式

・
敬
和
学
園
大
学
入
学
式

・
観
光
ぶ
ど
う
園
協
議
会
総
会

６
日
・
新
入
消
防
団
員
等
辞
令
交
付

式

７
日
・
大
夫
興
野
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

８
日
・
小
学
校
入
学
式
（
蓮
野
・
山

倉
・
亀
代
）

・
聖
籠
中
学
校
入
学
式

９
日
・
こ
ど
も
園
入
園
式
（
蓮
野
・
　

蓮
潟
・
亀
代
）

・
北
蒲
原
耕
地
協
議
会
総
会

13
日
・
東
京
聖
籠
会

14
日
・
新
発
田
地
区
交
通
安
全
協
会

聖
籠
支
部
総
会

16
日
・
町
村
会
役
員
会

21
日
・
防
犯
組
合
総
会
・
区
長
会
議

22
日
・
藤
寄
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

23
日
・
聖
籠
町
水
田
農
業
確
立
推
進

協
議
会
総
会
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

2 月の届出
げんきなよい子

幸せ多い人生を

新郎・新婦　　　　　　 行政区

渡　邉　俊
とし

宏
ひろ

さん

（工藤） 亜
あ

美
み

さん

甘　利　省
しょう

吾
ご

さん

（ 橋） 仁
にい

奈
な

さん

八　幡｝

氏　名　　　 年齢　　行政区

水戸部　キ　ヨさん（95歳） 真　野

小　林　正
しょう

治
じ

さん（96歳） 大夫興野

岩　　　ナミヱさん（90歳） 蓮　野

樋　口　ハツエさん（92歳） 蓮　潟

宮　下　　　潤
じゅん

さん（56歳） 次第浜

橋　ス　イさん（87歳） 次第浜

加　藤　　　馨
かおる

さん（80歳） 大夫興野

橋　宏
こう

一
いち

さん（85歳） 蓮　潟

ごめいふくをお祈りします

出 生

婚 姻

死 亡

（注１）届出の際にご承諾の押印をいただいた方のみ
掲載しております。

（注２）略した文字で掲載してあります。
戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

赤ちゃん　　　 保護者　　 行政区

聖奈
せ な

ちゃん（小林　勝弘）二本松

慎晟
しんせい

ちゃん（佐藤　義之）旭ケ丘

利來
り き

ちゃん（平野　直也）亀　塚

昊
こう

ちゃん（渡邊　健剛）網代浜

来
らい

飛
と

ちゃん（高橋　純次）網代浜

亜虹
あ こ

ちゃん（治田　義則）網代浜

大
たい

雅
が

ちゃん（加耒　幸治）旭ケ丘

大
ひろ

葉
は

ちゃん（伊藤　大器）蓮潟新田

小学生の医療費助成を
中学生までに拡大

－通院月3,000円以上は町で助成－

昨年から小学生の医療費の一部助成を行っていましたが平成20年４
月１日からの受診について、対象者を中学生（外来のみ）まで拡大し、
助成内容を充実させました。
申請をされる方は、保健福祉課（聖籠町保健福祉センター内）まで
おいでください。
●対象者
聖籠町内に住所を有する小中学生の保護者
※対象外の方
・他の条例、法令等で医療費の助成を受けている方
・生活保護を受けている方
●助成内容
○外来の場合
・対象者 小中学生
医療機関で支払った保険適用分の自己負担額(調剤薬局分も含む)の　
合計が、１か月3,000円を超えた額について全額助成します。

【例】
１か月の間に内科、歯科を受診し、調剤薬局で薬を処方してもらい
合計7,000円を支払った場合
7,000円－3,000円＝4,000円　4,000円が助成額となります。
○入院の場合
・対象者 小学生
医療機関で支払った保険適用分の自己負担額から、入院日数に
1,200円を掛けた金額を引いた額を助成します。
【例】
５日間入院し、医療機関に保険適用分の自己負担額15,000円を支払
った場合
15,000円－(1,200円×5日)＝9,000円　9,000円が助成額となります。
●申請方法
保健福祉課（聖籠町保健福祉センター）の窓口で１か月分をまとめ
て申請してください。審査後、指定された口座に助成額を振り込みま
す。
なお、1か月の間に入院、通院がある場合は別々の申請となります。
○申請の時に持参するもの
・医療機関で発行した領収書
・医療を受けた小中学生の保険証
・助成金の振込先を確認できるもの（預金通帳等）
・印鑑
保健福祉課保健衛生係
蕁２７－６５１１（内線１８）

亀　塚｝

町
外
に
お
住
ま
い
の
知
人
に

広
報
せ
い
ろ
う
を

送
り
ま
せ
ん
か

―
広
報
送
付
制
度
の
ご
案
内
―

町
で
は
町
出
身
の
方
で
町
外
に

お
住
ま
い
の
方
や
近
隣
市
町
村
の

方
に
聖
籠
町
の
情
報
を
送
り
た
い

と
い
う
ご
要
望
に
応
え
る
た
め

に
、
広
報
送
付
制
度
に
よ
り
『
広

報
せ
い
ろ
う
』
の
有
料
送
付
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
送
付
料
一
、
二
〇
〇
円

（
１
年
分
・
５
月
号
〜
翌
年
４
月
号
）

●
申
し
込
み
方
法

役
場
２
階
総
務
課
へ
料
金
を
お

持
ち
に
な
り
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

役
場
総
務
課
広
報
担
当

蕁
２
７
｜
２
１
１
１

（
内
線
２
２
７
）
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弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

4
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

弁
天
潟
風
致
公
園

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
太
鼓

演
奏
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
）、

観
桜
茶
会
、
貸
し
ボ
ー
ト
、
屋

台
広
場

開
花
に
あ
わ
せ
て
午
後
６
時

頃
〜
９
時
頃
ま
で
桜
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。（
散
り
果
て
で

終
了
）

※
開
花
状
況
に
よ
り
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
開
催
日
が
雨
天
の
場

合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

聖
籠
町
観
光
協
会

（
役
場
産
業
観
光
課
内
）

蕁
２
７
―
２
１
１
１

（
内
線
１
２
３
）

４
月
に
入
る
と
い
よ
い
よ
お
花
見
の
時
期
で
す
。
各
地
で

桜
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
聖
籠
町
で
も

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
弁
天
潟
さ
く
ら
ま
つ
り
を
開
催
し

ま
す
。
大
勢
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
　
き

と
こ
ろ

内
　
容

昨年のステージイベント

行
政
相
談
は
、
毎
月
第
２
火
曜

日
午
前
９
時
30
分
か
ら
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
相
談
室
で
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
聖

籠
町
役
場
相
談
室
（
正
面
玄
関
す

ぐ
左
側
）
に
変
更
し
ま
す
。

行
政
相
談
は
、
国
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
の
行
政
全
般
に
つ
い

て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
が
あ

っ
た
場
合
に
、
親
切
、
丁
寧
に
事

情
を
聴
取
し
、
公
平
・
中
立
の
立

場
か
ら
関
係
行
政
機
関
な
ど
に
必

要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ
の
解

決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
皆
様
の
声
を
行
政
の
制
度
及

び
運
営
の
改
善
に
い
か
す
よ
う
に

必
要
な
協
力
を
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
４
月
の
相
談
日
は
、
次

の
内
容
で
行
い
ま
す
。

●
相
談
日
日
時

４
月
８
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

●
場
　
　
　
所

聖
籠
町
役
場
　
相
談
室

●
相
　
談
　
者

小
林
愛
子
・
宮
野
幸
治
行
政
相

談
委
員

総
務
課
総
務
管
理
係

蕁
２
７
｜
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

行
政
相
談
の
場
所
を
変
更
し
ま
す

４
月
19
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

（
小
雨
決
行
）

●
集
合
場
所
・
時
間

清
潟
公
園
（
新
発
田
市
人
橋
６

３
１
｜
３
）
に
午
前
９
時
30
分
集

合
（
当
日
参
加
大
歓
迎
）

●
服
装
等

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

軍
手
・
ゴ
ミ
袋
は
主
催
者
で
用

意
し
ま
す
。

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

午
前
９
時
30
分
に
清
潟
公
園
を

出
発
し
、
米
子
桜
橋
を
経
由
し
加

治
川
右
岸
へ
、
桜
を
観
察
し
な
が

ら
ゴ
ミ
拾
い
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク

（
約
２．
５
km
）
で
紫
雲
寺
橋
を
渡

り
加
治
川
治
水
記
念
公
園
へ
。
そ

の
後
、
記
念
植
樹
等
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

●
参
加
対
象
者

聖
籠
町
・
新
発
田
市
の
小
学

生
、
一
般
参
加
者
、
加
治
川
を
愛

す
る
会
会
員

●
主
　
催

加
治
川
を
愛
す
る
会

事
務
局
長
　
木
村
　
哲

蕁
２
２
｜
６
７
１
５

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

加
治
川
堤

ク
リ
ー
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
開
催
の
お
知
ら
せ

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 
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平成20年度
精神障害者社会復帰
支援事業のお知らせ

春の火災予防運動！
標語「火は見てる

あなたが離れる
その時を」

新発田地域広域消防本部

火災予防運動期間
4月1日から7日まで県下一斉に火災予防運動が実施されます。
●重点目標

【住宅防火対策の推進】
住宅用火災警報器を設置して大切な家族を火災から守りましょう。
平成18年中の時間帯別の火災による死者発生状況は、２時台が125

人と最も多く、次いで１時台が124人となっており、就寝時間帯の22
時台から５時台にかけても多く発生しています。死亡に至った経過
をみると、平成18年中の火災による死者数1,475人のうち、逃げ遅れ
が890人で全体の60.3％と最も多くなっています。

【放火火災防止対策の推進】
平成８年以降、連続して火災原因のトップとなっているのが「放

火」による火災です。「放火なんて、うちには関係ない」そう思って
いませんか、その油断が放火犯を引き寄せるのです。放火されない
環境をつくりましょう。

【特定防火対象物等における防火安全対策の徹底】
特定防火対象物（飲食店・カラオケボックス・ホテル・グループ

ホーム等）に発生した火災により多くの死者が発生しています。こ
れは防火対象物の大小に関係なく、法令違反及び防火管理体制の不
備等によるものです。また、グループホームなどの火災時において
災害弱者となる方が多いことから、甚大な人的被害が発生すること
が考えられます。これらの対象物の関係者は徹底した防火安全対策
が必要です。

【林野火災予防対策の推進】
林野火災の出火原因は、たき火、たばこ及び火入れによるものが

過半数を占めています。この時季は、春を迎えての火入れの開始、
入山者の増加等が見込まれることから、火の取扱いには十分注意が
必要です。

新発田地域広域消防本部予防課　蕁２２－８０９６

新
潟
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

情
報
誌
を
購
読
し
ま
せ
ん
か

県
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
若
者
の
U
タ
ー
ン
の
参

考
と
な
る
情
報
を
掲
載
し
た
情
報

誌
「
新
潟
U
タ
ー
ン
情
報
」
等
を

定
期
的
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

情
報
誌
は
、
県
外
に
暮
ら
す
お

子
様
を
お
持
ち
の
保
護
者
の
ご
自

宅
へ
無
料
で
郵
送
し
ま
す
。
購
読

を
ご
希
望
の
方
は
県
庁
県
民
生
活

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
情
報
誌
名

新
潟
U
タ
ー
ン
情

報
、
新
潟
生
活

●
掲
載
内
容

県
内
求
人
動
向
、

就
職
説
明
会
等
の
開
催
情
報
、

移
住
・
定
住
に
関
す
る
支
援
策

な
ど

●
発
行
回
数

年
３
回

※
詳
し
く
は
、
県
庁
県
民
生
活
課

蕁
０
２
５
｜
２
８
０
｜
５
１
１
２

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一般事業所での就労を希望する精
神障害者を対象に、働く場を提供し、
本格的な就労を目指して準備・訓練
を実施します。
●対 象 者 町内に住所を有する精神
障害者（精神障害者保健福祉手帳をお
持ちの方）
●実施期間 平成20年 5月から平成21
年 3月末
●仕事内容 町の公共施設の清掃、樹
木の水やり、草刈など１日３時間程
度
●募集人員 若干名
●申し込み方法 履歴書と住民票を
添えて聖籠町障害者支援センター（結
ハート内聖籠町社会福祉協議会）まで
申し込んでください。
後日、面接日をお知らせします。
●申し込み締め切り
平成20年４月25日（金）
※詳細については、聖籠町障害者支
援センター（蕁２７－８８０６）までお
問い合わせください。

新発田・村上地域2009
大学等就職面接会を開催

ハローワーク新発田・村上では平
成21年大学等卒業予定者及び平成20
年３月大学等卒業者を対象とした就
職面接会を開催します。
地元企業の“就職情報”を得るこ

とができる機会ですので、大学生等
の皆さんは、ぜひご参加ください。
４月18日（金）
午後１時30分～４時
新発田市地域交流センター
（中央町３－13－３）
■参加企業 ハローワーク新発田・
村上管内に就業場所を有する企業20
社（予定）

ハローワーク新発田 学卒係
蕁２７－６６７７

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 
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税務財政課からのお知らせ

税　　目 納　期　限 
1 
2 
3 
4 
1 
2 
3 
4 
全 期 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

平成20年 6 月30日 
平成20年 9 月 1 日 
平成20年10月31日 
平成20年12月 1 日 
平成20年 4 月30日 
平成20年 7 月31日 
平成20年 9 月30日 
平成21年 1 月 5 日 
平成20年 6 月 2 日 
平成20年 6 月 2 日 
平成20年 6 月30日 
平成20年 7 月31日 
平成20年 9 月 1 日 
平成20年 9 月30日 
平成20年10月31日 
平成20年12月 1 日 
平成21年 1 月 5 日 
平成21年 2 月 2 日 
平成21年 3 月 2 日 

期 別 

町・県民税 

固定資産税 

軽自動車税 

国民健康保険税 
（普通徴収） 

確定申告が間違っていたときはすぐに修正（更正）
しましょう
確定申告をした後で、計算違いなど内容に間違い

があることに気付いたり、うっかりして確定申告す
ることを忘れた方はいませんか。
申告内容に間違いがあるときはそれを修正（更正）

することができます。
●税額を多く申告していたとき
確定申告書を提出した後で、税額を多く申告して

いたことに気付いたときは、「更正の請求」をして正
しい税額に訂正することができます。
この「更正の請求」をするための用紙は税務署に

あります。
更正の請求ができる期間は、原則として法定申告

期限から１年以内ですから、平成19年分の申告所得
税の場合は、平成21年３月16日まで、平成19年分の
消費税及び地方消費税の申告については、平成21年
３月31日までとなります。
●税額を少なく申告したとき
確定申告書を提出した後で、税額を少なく申告し

ていたことに気付いたときは、「修正申告」をして正
しい税額に修正してください。この｢修正申告｣をす
るための用紙は税務署にあります。
修正申告は、税務署から更正を受けるまではいつ

でもできますが、税務署の調査を受けた後で修正申
告をしたりすると、加算税などがかかる場合があり
ますので気付いたら速やかに修正申告をしてくださ
い。
新発田税務署 蕁２２－３１６１

平成20年度町税・国民健康保険税の納期限が決ま
りました
本年度の町税等の納期限が次のとおり決まりました。
税金は、納入期限内に完納するようお願いします。
なお、納税には、確実で納め忘れのない口座振替

による納税をお勧めします。お申込み手続きは町指
定の金融機関（ゆうちょ銀行を含む）の窓口で、申請
書に必要事項を記入し提出してください。
※手続きされた月の翌月の納期到来分から口座振替
になります。

税務財政課 蕁 27－1956（直通）

税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減
の影響は受けず、住民税率の変更による税負担の増加の
影響のみを受ける方については、既に納付済みの平成19
年度分の住民税額から、税源移譲により増額となった住
民税相当額を還付します。
所得変動に伴う住民税の還付を受けるためには、平成

20年7月1日から31日までの間に申告が必要になります。
なお、申告書の提出先は、平成19年度分住民税を課税

した平成19年1月1日現在お住まいの市区町村へ減額申告
書を提出してください。他の市区町村へ転居された方は
申告先をお間違えにならないようご注意ください。

申告が必要です！平成19年に所得が減って所得税が課税されなくなった方へ
－平成19年度分の町県民税（税源移譲による増分）が還付されます－

所得変動のモデルケース●夫婦 給与収入500万円の場合● 

350,000350,000
227,500130,000
122,500220,000

合　計 
住民税 
所得税 

平成19年（度） 平成18年（度） 

97,500
97,500

0

227,500130,000
227,500130,000

00

合　計 
住民税 
所得税 

差　　額 平成19年（度）収入なし 
税源移譲後の税率を適用 税源移譲前の税率を適用 

（単位：円） 

平成19年の収入が 
減少した場合 

還付されます!!

平成18年（度） 

平成19年（度） 

平成19年（度） 

所得変動が 
ない場合 

所得変動が 
あった場合 

住民税 所得税 

住民税 所得税 

住民税 
所得税 
非課税 

還 付 税源移譲により増額となった 
住民税相当額が還付されます。 

税源移譲により 
増額となった 
住民税額 

（減額となった所得税額） 

申告により 

平成18年中の 
所得に対して課税 

平成19年中の 
所得に対して課税 

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

２
月
13
日（
水
）、18
日（
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
等
を
対
象
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
説
明
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
会
議
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
説
明
会
を
希
望
さ
れ
た
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
等
を
対
象
に
開
催
し

た
も
の
で
、
当
日
は
、
多
く
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
き
多
数
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
も
ち
ま
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

２
月
22
日
（
金
）

●
第
５
回
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
開
催

平
成
19
年
度
第
５
回
目
と
な
る

運
営
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
国
民

健
康
保
険
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
、
国
民
健
康
保
険

税
基
礎
課
税
額
の
賦
課
方
式
の
見

直
し
や
補
正
予
算
案
並
び
に
平
成

20
年
度
予
算
案
等
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

・
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
案
）

に
つ
い
て

・
聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）

に
つ
い
て

に
伴
い
除
雪
の
出
動
回
数
も
１
月

は
５
回
、
２
月
は
２
回
と
な
り
ま

し
た
。

除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
町

民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
事
故
等
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
作

業
が
出
来
ま
し
た
。

２
月
13
日
（
水
）

●
農
家
組
合
長
会
議
開
催

平
成
20
年
産
米
の
生
産
数
量
目

標
の
配
分
ル
ー
ル
、
産
地
づ
く
り

（
生
産
調
整
）交
付
金
等
の
説
明
を

町
及
び
Ｊ
Ａ
か
ら
行
い
ま
し
た
。

平
成
19
年
産
米
は
、
過
剰
作
付

け
か
ら
供
給
過
多
と
な
り
米
価
の

下
落
を
招
く
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
新
潟
農
政
事
務
所
（
農
水
省
）

か
ら
は
、
国
の
緊
急
対
策
で
平
成

20
年
産
の
生
産
調
整
の
拡
大
分
に

対
す
る
「
緊
急
一
時
金
」
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

米
価
の
下
落
を
避
け
る
に
は
、

農
業
者
が
生
産
調
整
を
確
実
に
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
月
26
日
（
火
）

●
第
２
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定

例
会
開
催

・
区
域
外
就
学

・
県
費
負
担
教
職
員
た
る
校
長
の

任
免
の
内
申

以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

・
聖
籠
町
立
に
お
け
る
学
校
運
営

協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規

則
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
12
日
（
火
）

●
研
修
会

・
東
京
都
足
立
区
の
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ァ
先
進
学
校
視
察
。

２
月
25
日
（
月
）

●
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
20
期
第
　

13
回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

譲
受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所

有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

・
農
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利

用
権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い
て

以
上
の
４
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

産
業
観
光
課

農
業
委
員
会

・
平
成
19
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
案
に
つ
い
て

・
平
成
20
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
（
案
）
に

つ
い
て

●
町
道
除
雪
、
７
回
出
動
し
ま
し
た

こ
の
冬
は
昨
年
の
暖
冬
と
は
様

子
が
違
い
、
12
月
か
ら
降
雪
に
見

舞
わ
れ
、
初
回
の
除
雪
作
業
は
１

月
17
日
に
出
動
し
ま
し
た
。
月
ご

と
の
降
雪
量
は
、
12
月
が
11
セ
ン

チ
、
１
月
が
63
セ
ン
チ
、
２
月
が

48
セ
ン
チ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

町
　
民
　
課

ふ
る
さ
と
整
備
課
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ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ

カ
ッ
プ
も
開
幕

３
月
20
日（
木
・
祝
）に
は
ヤ

マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
も
開

幕
し
ま
し
た
。
４
チ
ー
ム
か
ら

な
る
総
当
り
２
回
戦
の
グ
ル
ー

プ
リ
ー
グ
戦
を
突
破
す
る
こ
と

が
目
標
と
な
り
ま
す
。
昨
年
は

最
終
節
で
引
き
分
け
に
終
わ
り
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
逃

し
て
い
る
だ
け
に
、
今
年
こ
そ

は
チ
ー
ム
初
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
進
出
を
成
し
遂
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

※
試
合
日
程

∧
Ｊ
１
リ
ー
グ
∨

第
４
節
　
４
月
２
日（
水
）

ｖ
ｓ
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

19：

00

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
５
節
　
４
月
６
日（
日
）

ｖ
ｓ
柏
レ
イ
ソ
ル

16：
00

日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場

第
６
節
　
４
月
13
日（
日
）

ｖ
ｓ
ガ
ン
バ
大
阪

16：

00

万
博
記
念
競
技
場

第
７
節
　
４
月
19
日（
土
）

ｖ
ｓ
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ．
Ｃ．

16：

00

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
８
節
　
４
月
26
日（
土
）

ｖ
ｓ
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

13：

30

札
幌
ド
ー
ム

第
９
節
　
４
月
29
日（
火
・
祝
）

ｖ
ｓ
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

遂
に
2
0
0
8

J
1
リ
ー
グ
開
催

約
１
か
月
半
に
わ
た
り
シ
ー

ズ
ン
前
の
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
消
化
し
た
チ
ー
ム
は
、
３
月

９
日（
日
）に
お
こ
な
わ
れ
た
大

宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
と
の
Ｊ
リ

ー
グ
開
幕
戦
に
臨
み
ま
し
た
。

比
較
的
天
候
が
落
ち
着
い
た
こ

と
で
、
開
幕
ま
で
の
１
週
間
を

チ
ー
ム
は
新
潟
で
調
整
を
お
こ

な
う
こ
と
が
で
き
、
万
全
の
体

制
で
臨
ん
だ
開
幕
戦
で
し
た
が
、

ア
ウ
ェ
イ
で
の
戦
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
０
｜
２
の
敗
戦
と
な

り
ま
し
た
。

た
だ
、
前
半
か
ら
ペ
ー
ス
を

掴
ん
で
い
ま
し
た
し
、
新
外
国

人
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
と
ダ
ヴ

ィ
も
効
果
的
な
動
き
を
繰
り
返

し
て
い
ま
し
た
。
も
う
少
し
チ

ー
ム
と
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
に
慣

れ
て
く
れ
ば
か
な
り
の
活
躍
が

期
待
で
き
そ
う
で
す
。
今
シ
ー

ズ
ン
は
昨
年
ま
で
築
い
て
き
た

「
人
も
ボ
ー
ル
も
動
く
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
な
サ
ッ
カ
ー
」
を
更
に
進

化
さ
せ
、
積
極
的
に
仕
掛
け
る

試
合
運
び
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

４
月
は
４
試
合
を
ホ
ー
ム
の

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
で
戦
い
ま
す
。
平
日
の

ナ
イ
タ
ー
も
２
試
合
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
仕
事
の
帰
り
な
ど
に

ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
熱
い
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

アルビレックス
新潟情報!!
アルビレックス
新潟情報!!

15：

00

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム

∧
ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
∨

第
３
節
　
４
月
16
日（
水
）

ｖ
ｓ
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ

19：

00

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム

（
写
真
・
記
事
提
供

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）

選
手
紹
介

ア
ビ
ス
パ
福
岡
か
ら
加
入
し

た
昨
シ
ー
ズ
ン
は
出
場
停
止
の

１
試
合
を
除
い
て
Ｊ
１
リ
ー
グ

戦
33
試
合
に
フ
ル
出
場
し
て
存

在
感
を
見
せ
付
け
、
新
潟
の
Ｄ

Ｆ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
地
位
を

確
立
し
た
の
が
千
代
反
田
充
だ
。

身
長
１
８
３
cm
体
重
80
kg
と

恵
ま
れ
た
体
格
を
生
か
し
、
相

手
と
の
競
り
合
い
に
は
抜
群
の

強
さ
を
発
揮
し
て
前
の
シ
ー
ズ

ン
よ
り
大
幅
に
失
点
を
減
ら
す

こ
と
に
貢
献
し
、
６
位
躍
進
の

大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。
今

季
も
キ
ャ
ン
プ
か
ら
順
調
に
メ

ニ
ュ
ー
を
消
化
し
体
調
は
万
全

の
状
態
で
開
幕
を
迎
え
て
い
る
。

今
季
の
目
標
は
Ｄ
Ｆ
と
し
て

更
に
失
点
を
減
ら
す
こ
と
だ
が
、

ヘ
デ
ィ
ン
グ
の
強
さ
を
生
か
し

“ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
で
の
初
ゴ
ー

ル
”
も
目
論
ん
で
い
る
。
昨
シ

ー
ズ
ン
の
２
ゴ
ー
ル
は
い
ず
れ

も
ア
ウ
ェ
イ
で
決
め
た
も
の
で
、

ま
だ
４
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で

埋
ま
っ
た
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
で
ゴ

ー
ル
の
祝
福
を
受
け
て
い
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
今
季
は
自
身
の
特

徴
で
あ
る
ヘ
デ
ィ
ン
グ
の
強
さ

を
攻
撃
面
で
も
発
揮
す
る
決
意

を
見
せ
て
い
る
。

DF 背番号 5
千代反田　充 選手
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■
日
時
　
５
月
10
日（
土
）

午
後
７
時
試
合
開
始

■
会
場

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス

ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は

Ｓ
ス
タ
ン
ド
２
層
目
自
由
席
で

す
。
※
状
況
に
よ
り
他
の
座
席

を
ご
案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

■
応
募
条
件
　
聖
籠
町
在
住
者

■
募
集
人
数
　
５
０
０
名

■
応
募
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
裏
面
に

①
５
月
10
日
磐
田
戦
②
住
所
③

氏
名
・
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
チ

ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数（
３
枚
ま
で
）

⑥
後
援
会
資
料
請
求（
す
る
・
し

な
い
）
を
記
載
し
、
返
信
用
表
面

に
返
信
先
（
ご
自
分
）
の
住
所
・

氏
名
を
ご
記
入
の
上
、
あ
て
先

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
※
往

復
ハ
ガ
キ
は
各
自
ご
用
意
く
だ

さ
い
。
応
募
は
、
１
世
帯
に
つ

き
１
通
限
り
有
効
で
す
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

■
応
募
期
限
　
４
月
25
日（
金
）

必
着

■
受
け
渡
し

ご
招
待
の
可
否
を

返
信
用
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
（
５
月
２
日（
金
）
頃
の
予

定
）。
ま
た
、
お
電
話
で
の
可
否

に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
お
答
え

い
た
し
か
ね
ま
す
。
ご
観
戦
い
た

だ
く
方
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
を
ご
持

参
の
上
、
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
Ｓ
ゲ
ー
ト
と
Ｅ

ゲ
ー
ト
の
間
の
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
後
援
会
」
テ
ン
ト
に
て
チ

ケ
ッ
ト
と
お
引
換
え
後
に
ご
入

場
、
ご
観
戦
と
な
り
ま
す
。

■
あ
て
先

〒
９
５
０
｜
０
９
５
４

新
潟
市
中
央
区

美
咲
町
２
｜
１
｜
10

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係

■
お
問
い
合
わ
せ

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

國
井
／
牧
野

蕁
０
２
５
｜
２
８
２
｜
０
０
１
１

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待
の
お
知
ら
せ

J
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
1

第
12
節

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
Ｖ
Ｓ

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田

第
34
回
北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
が
、
４
月
13
日（
日
）
に
開

幕
し
ま
す
。北
信
越
リ
ー
グ
と
は
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
が
所
属
す

る
Ｊ
１
・
そ
の
下
に
Ｊ
２
・
Ｊ
Ｆ

Ｌ
・
地
域
リ
ー
グ
・
都
道
府
県
リ

ー
グ
と
あ
り
、
９
つ
あ
る
地
域
リ

ー
グ
の
中
の
１
つ
で
す
。
将
来
の

Ｊ
リ
ー
グ
入
り
を
目
指
す
チ
ー
ム

が
し
の
ぎ
を
削
る
、
熱
い
闘
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ

ー
カ
レ
ッ
ジ
（
北
信
越
リ
ー
グ
１

部
・
昨
年
３
位
）、
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ｓ
聖

籠
（
北
信
越
リ
ー
グ
２
部
・
昨
年

５
位
）
の
２
チ
ー
ム
が
参
戦
。

「
飛
躍
｜
と
も
に
闘
う
と
き
が
き

た
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

地
元
・
聖
籠
町
の
み
な
さ
ま
と
一

丸
に
な
っ
て
闘
っ
て
い
き
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
試
合
当
日
は
家
族
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
毎
試
合
開
催

さ
れ
ま
す
。
是
非
、
一
度
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
4
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

＊
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

◇
対
戦
相
手

ヴ
ァ
リ
エ
ン
テ
富
山（
昨
年
６
位
）

◇
日
時
４
月
13
日（
日
）
11
時
〜

＊
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ｓ
聖
籠

◇
対
戦
相
手

大
原
学
園
Ｊ
ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
（
昨
年
３

位
）

◇
日
時
４
月
20
日（
日
）
11
時
〜

※
両
日
と
も
に
入
場
無
料

毎
試
合
イ
ベ
ン
ト
開
催

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

蕁
３
２
｜
５
３
５
７

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
開
催

〔
往
復
は
が
き
記
入
例
〕

※
は
が
き
は
見
開
き
の
状
態
で
す
。

《返信面》 《往信裏面》 《往信面》 《返信裏面》
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２
月
15
日（
金
）
蓮
野
小
学
校

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
３
年

生
が
総
合
学
習
で
弁
天
潟
の
ハ
ス

刈
り
、
ヒ
シ
の
実
取
り
や
周
辺
の

観
察
な
ど
の
自
然
と
ふ
れ
合
う
活

動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
の
ま
と
め

と
し
て
、
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
発
表
会
は
、「
弁
天
潟
の

こ
と
を
２
年
生
に
教
え
て
あ
げ
よ

う
」
と
い
う
ね
ら
い
と
、
子
ど
も

た
ち
に
弁
天
潟
に
住
む
生
き
物
な

ど
の
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
と

ハ
ス
の
刈
り
方
な
ど
環
境
整
備
に

つ
い
て
の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
を
招
待
し
、
お
２
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
も
込
め
て
の
発
表
会

で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、「
キ
ノ
コ
」

「
魚
」「
花
」「
鳥
」「
自
然
」「
植

物
」
の
グ
ル
ー
プ
で
学
習
の
成
果

を
発
表
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

で
全
員
が
か
か
わ
り
な
が
ら
、
自

分
た
ち
が
調
べ
た
弁
天
潟
に
つ
い

て
の
内
容
を
、
劇
を
演
じ
た
り
ク

イ
ズ
形
式
に
し
た
り
、
く
じ
引
き

な
ど
で
２
年
生
に
も
参
加
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
、
説
明
を
聞
く
人

た
ち
の
た
め
に
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
工
夫
し
て
発
表
し
て
い
ま
し

た
。最

後
に
、
３
年
生
が
２
年
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
今
日
は
ど
う
で

し
た
か
？
」
と
の
質
問
に
「
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
分
か
っ
て
良
か
っ

た
」「
キ
ノ
コ
や
魚
の
こ
と
が
知

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

３
年
生
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
発

表
会
は
大
成
功
に
終
わ
り
、
２
年

生
も
来
年
の
弁
天
潟
探
検
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

蓮
野
小
学
校
3
年
生

「
弁
天
潟
わ
く
わ
く
探
検
隊
」
学
習
発
表

３
月
２
日（
日
）、
町
民
会
館
小

ホ
ー
ル
を
会
場
に
自
主
防
災
組
織

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
震
災
対
策
に
お

け
る
共
助
の
強
化
を
図
り
、
自
主

防
災
組
織
立
ち
上
げ
の
推
進
と
自

主
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に

県
と
町
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

研
修
で
は
（
財
）
市
民
防
災
研

究
所

細
川
顕
司
氏
を
講
師
に
招

き
、「
能
登
半
島
地
震
・
中
越
沖

地
震
に
学
ぶ
自
主
防
災
」
を
テ
ー

マ
に
震
災
時
の
い
ろ
い
ろ
な
事
例

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

集
落
の
区
長
さ
ん
、
自
主
防
災

組
織
リ
ー
ダ
ー
予
定
者
な
ど
当
日

集
ま
っ
た
参
加
者
は
熱
心
に
講
師

の
話
に
耳
を
傾
け
、
集
落
内
の
連

携
、
防
災
組
織
の
必
要
性
を
再
認

識
し
て
い
ま
し
た
。

●
防
災
対
策
の
３
本
柱

・
自
助
　
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
　

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。

・
共
助
　
地
域
住
民
が
連
携
し
て

自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
。

・
公
助
　
行
政
が
災
害
に
つ
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
基
盤
整

備
を
進
め
る
。

生
活
環
境
課

蕁
２
７
｜
１
９
６
２
（
直
通
）

〜
災
害
時
に
は
地
域
で
の
助
け
合
い
を
〜

自
主
防
災
組
織
研
修
会
開
催
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２
月
27
日（
水
）、
新
潟
縣
信
用

組
合
か
ら
青
少
年
の
健
全
育
成
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
、
聖
籠
町
青

少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
へ
10
万

円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
は
、「
し
ん
く
み

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
募
金
」と
い
わ
れ
、

信
用
組
合
業
界
独
自
の
社
会
貢
献

機
能
を
有
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
「
し
ん
く
み
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
カ

ー
ド
」
の
利
用
額
の
0.5
％
が
、
信

用
組
合
業
界
の
選
定
し
た
地
元
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
関
連
諸
団
体
等
へ
寄

付
さ
れ
、
子
ど
も
達
の
健
全
育
成

や
障
害
や
難
病
を
持
つ
子
ど
も
達

の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
は
平
成
６
年
か
ら
始
ま

り
、
県
内
で
は
13
の
信
用
組
合
が

順
番
で
地
域
の
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
こ
の
募
金
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

当
日
は
、
町
青
少
年
健
全
育
成

町
民
会
議
の
藤
間
会
長
が
代
表
し

贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
町
民
会
議

で
は
、「
思
い
が
け
な
い
嬉
し
い

こ
の
浄
財
で
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を

購
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
子
ど

も
達
の
活
動
の
様
子
を
記
録
し
、

翌
年
の
事
業
に
生
か
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

２
月
25
日（
月
）、
セ
ー
リ
ン
グ

Ｒ
Ｓ
Ｘ
級
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
代
表
に
内
定
し
た
富
澤
慎
選
手

（
柏
崎
市
出
身
）が
、
新
潟
県
セ
ー

リ
ン
グ
連
盟
の
会
長
を
務
め
る
渡

邊
町
長
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

富
澤
選
手
は
、
１
月
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
セ
ー

リ
ン
グ
世
界
選
手
権
Ｒ
Ｓ
Ｘ
級
で

10
レ
ー
ス
を
戦
い
日
本
選
手
最
上

位
の
総
合
18
位
に
入
り
新
潟
県
内

で
は
第
１
号
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
代
表
選
手
に
内
定
し
て
い
ま

す
。

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
セ
ー
リ

ン
グ
会
場
で
も
あ
る
聖
籠
町
を
訪

問
し
富
澤
選
手
は
、「
応
援
し
て

く
だ
さ
る
方
、
地
震
で
被
災
さ
れ

た
柏
崎
の
方
の
た
め
に
も
メ
ダ
ル

を
取
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

決
意
を
表
明
。
渡
邊
町
長
か
ら
は

「
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
の
会
長
と

し
て
も
大
変
誇
ら
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

２
〜
３
月
は
、
ウ
エ
イ
ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
と
走
り
こ
み
で
体
力
強

化
を
図
り
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
調
整
し
て
い
る
そ
う
で

す
。メ

ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

セ
ー
リ
ン
グ
Ｒ
Ｓ
Ｘ
級
（
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
）

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
内
定

富
澤

と

み

ざ

わ

慎ま
こ
と

選
手
表
敬
訪
問

子
ど
も
育
成
に
と

し
ん
く
み
か
ら
10
万
円
の
寄
贈

１
月
中
旬
に
茨
木
県
で
開
催
さ

れ
た
第
15
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
大
会
で
優
勝
さ
れ
た
法
政
大
学

１
年
の
平
野
良
樹
選
手
（
次
第
浜

出
身
）が
、
３
月
３
日（
月
）
町
へ

表
敬
訪
問
さ
れ
町
長
を
は
じ
め
と

し
た
町
三
役
が
出
迎
え
ま
し
た
。

中
学
生
時
代
に
町
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
教
室
に
入
会
し
た
平
野
選
手

は
、
高
校
、
大
学
と
練
習
に
励
み

多
く
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
１
月
中
旬
の
大
会
で
優
勝
し

た
こ
と
か
ら
４
月
か
ら
イ
タ
リ
ア

な
ど
で
順
次
開
催
さ
れ
る
世
界
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
へ
の
派
遣
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

平
野
選
手
は
、「
世
界
大
会
で

は
、
一
つ
で
も
上
位
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」と
力
づ
よ
く
語
り
、

町
長
か
ら
は
「
町
か
ら
世
界
へ
羽

ば
た
く
選
手
が
出
た
の
は
非
常
に

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
後
進

の
子
ど
も
た
ち
の
夢
も
広
が
り
ま

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
が
あ
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
出
場

平ひ

ら

野の

良よ

し

樹き

選
手（
次
第
浜
）
町
へ
表
敬
訪
問

平野 良樹選手

（次第浜）
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町の宝
で～す

2 月の
乳児健診から

元気に育ってね！

この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

石井　希良
き ら

ちゃん 吉井　萌
もえ

果
か

ちゃん

眞田　悠
ゆう

平
へい

ちゃん 高松　月羅
る ら

ちゃん

那須野　蒼
そう

ちゃん 渡邊　大
だい

輝
き

ちゃん

小池　健
けん

斗
と

ちゃん 原田　優
まさ

樹
き

ちゃん

小林　香佑
こ う

ちゃん

町
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
中
国

黒
龍
江
省
か
ら
新
潟
大
学
な
ど
へ

留
学
し
て
い
る
学
生
と
「
ぶ
ど
う

狩
り
」
や
「
餃
子
づ
く
り
」
な
ど

の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

留
学
生
の
帰
国
を
間
近
に
し
た

３
月
８
日（
土
）、
ホ
テ
ル
ざ
ぶ
ー

ん
館
に
お
い
て
送
別
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
送
別
会
に
は
、
町
議

会
議
員
の
皆
さ
ん
な
ど
30
名
が
参

加
し
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
と
聖
籠

町
で
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

留
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

「
新
潟
で
様
々
な
角
度
か
ら
日
本

の
良
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
中
国
へ
戻
っ
て
日
本

の
良
さ
を
紹
介
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
」
な
ど
と
別
れ
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
町
長
か
ら
は
「
日
本

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
活
躍

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
中

日
友
好
の
架
け
橋
と
し
て
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

留
学
生
送
別
会

〜
中
国
で
の
活
躍
を
願
い
〜

学
校
の
応
援
団

ど
ん
ぐ
り
た
い
で
ー
す
！

時
間
に
余
裕
の
あ
る
方
、交
流

棟
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
っ
て
い
ま
す
。

３
月
８
日（
土
）
午
後
６
時
か

ら
亀
城
に
て
、
み
ら
い
の
た
ね
総

会
及
び
夢
見
会
が
実
施
さ
れ
、
19

年
度
の
活
動
や
決
算
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
は
新
し
い
活
動
が

二
つ
実
施
さ
れ
喜
ば
れ
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
多
く
の
方
よ
り
森
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
１
年
生
の
生
徒
・

保
護
者
及
び
地
域
の
方
で
、
遊
歩

道
を
作
り
ま
し
た
。
遊
歩
道
の
愛

称
を
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
ま

た
町
民
の
方
々
よ
り
募
集
し
、
１

学
年
委
員
と
み
ら
い
の
た
ね
ジ
ュ

ニ
ア
、
ど
ん
ぐ
り
た
い
で
話
し
合

っ
た
結
果
“
愛
輝
道（
あ
い
き
ど

う
）”
と
い
う
と
っ
て
も
ス
テ
キ

な
愛
称
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
森

を
散
歩
し
に
来
て
み
て
く
だ
さ

い
。
森
の
木
々
が
ま
っ
て
ま
す
。

二
つ
目
は
ど
ん
ぐ
り
た
い
で
定

期
的
に
亀
代
小
学
校
と
蓮
野
小
学

校
の
校
舎
内
の
壁
面
装
飾
を
や
り

ま
し
た
。
学
校
側
か
ら
「
い
つ
も

心
あ
た
た
ま
る
飾
り
つ
け
あ
り
が

と
う
！
」
と
言
う
言
葉
を
か
け
て

い
た
だ
く
と
、と
て
も
う
れ
し
く
、

次
も
ガ
ン

バ
ル
ぞ
ぉ

ー
と
力
が

わ
い
て
き

ま
す
。
春

は
何
を
飾

ろ
う
か
な

と
考
え
中

で
す
。

みらいの 
たね 

みらいの 
たね 

　
　

　
　
　

　　せいろう共育
ひ

ろ
ば

町　民 

ホームベース
から 

花
い
っ
ぱ
い
の
卒
業
式

３
月
５
日

（
水
）卒
業
式

前
日
、
交
流

棟
に
は
色
と

り
ど
り
の
花

が
持
ち
込
ま

れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
地
域
の

方
々
が
、
み
ら
い
の
た
ね
野
の
花

サ
ー
ク
ル
と
と
も
に
卒
業
式
に
向

け
思
い
思
い
に
花
を
生
け
ま
し

た
。
毎
年
校
内
に
花
を
飾
り
、
卒

業
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
「
お

め
で
と
う
」

の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
て

い
ま
す
。

留学生の皆さん
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かなさん 10歳 クロえもんさん 9歳

あいうえおさん 15歳 みさしこさん 13歳

わたなべ さちさん 10歳

めろんぱん螢さん 16歳

モンスターハンターさん12歳

投稿するときは濃い鉛筆か
ペンで書いてください。（薄
いものは掲載できません）名

前は必ず書いてください。（ペ
ンネーム希望の場合は名前の横
にペンネーム『○○○』と書い
てください。
1か月に一人1枚だけ受け付け

ます。
イチゴ螢さん 11歳

高崎　理央さん 11歳

おの たいきさん8歳

ひ
ば
り
が
丘
に
お
住
ま
い
の

駒
田
勝
子
さ
ん
の
趣
味
は
、『
か

ぎ
針
を
使
っ
た
編
み
物
』。
35
年

程
前
に
娘
さ
ん
に
「
自
分
で
編

ん
だ
も
の
を
着
せ
た
い
。
だ
け

ど
、
い
い
か
げ
ん
な
も
の
は
着

せ
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
毛
糸
な
ど
を
購
入
し
て
い

た
手
芸
店
で
基
礎
か
ら
習
い
始

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

以
来
、
編
ん
だ
も
の
は
娘
さ

ん
と
近
所
の
お
子
さ
ん
の
身
に

つ
け
る
も
の
を
中
心
に
、
シ
ョ

ー
ル
、
帽
子
、
小
物
入
れ
な
ど

を
、
旦
那
様
に
は
腹
巻
き
や
マ

フ
ラ
ー
な
ど
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
で
、
最
近
は
環
境
問
題
を
考

え
る
こ
と
も
あ
り
、
余
っ
た
材

料
を
使
い
、
食
器
洗
い
用
の
ス

ポ
ン
ジ
の
代
わ
り
に
な
る
も
の

も
編
ん
だ
り
し
て
い
る
そ
う
で

す
。駒

田
さ
ん
は
、「
編
ん
だ
も
の

を
友
達
に
着
て
も
ら
う
の
が
楽

し
み
で
す
」、「
素
材
が
選
べ
て
、

心
を
こ
め
て

編
ん
だ
も
の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

好
き
な
形
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
、

自
分
流
に
世
界
に
ひ
と
つ
し
か

な
い
も
の
を
作
れ
ま
す
」
と
編

み
物
の
魅
力
を
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

町
の
団
体
か
ら
お
願
い
さ
れ
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

し
て
、
３
回
で
１
つ
作
品
を
作

る
教
室
の
講
師
も
務
め
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
趣
味
を
通
じ
て

地
域
に
も
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

駒田 勝子さん
（ひばりが丘）

駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品駒田さんの作品
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二
宮
秀
三
さ
ん
（
蓮
野
）
の
お
宅
の
雛
人
形
は
歴
史
が
古
く
、

二
宮
さ
ん
の
叔
母
さ
ん
に
と
、
大
正
10
年
に
も
と
め
ら
れ
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。
そ
の
雛
人
形
は
叔
母
さ
ん
と
と
も
に
直
江
津
に
嫁

ぎ
ま
し
た
が
、
９
年
前
に
二
宮
さ
ん
に
女
の
子
の
お
孫
さ
ん
が
誕

生
し
た
こ
と
か
ら
、
叔
母
さ
ん
に
譲
っ
て
も
ら
い
、
83
年
ぶ
り
に

二
宮
家
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

雛
人
形
は
、
七
段
飾
り
の
立
派
な
も
の
で
、
毎
年
２
月
上
旬
か

ら
４
月
中
旬
ま
で
飾
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
衣
装
は
春
を
呼
ぶ
よ

う
な
彩
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
お
内
裏
様
と
お
雛
様
が
神
社
を
摸

し
た
よ
う
な
簾す
だ
れ
の
か
か
っ
た
建
物
の
中
に
飾
ら
れ
て
お
り
、
後
が

屏
風
び
ょ
う
ぶ

で
な
い
も
の
は
珍
し
い
よ
う
で
す
。

二
宮
さ
ん
は
「
他
に
も
古
い
雛
人
形
を
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
人
形
は
沈
ん
だ
顔
を
し
て
い
ま
す
、
家
族
の
厄
を
引
き

受
け
る
た
め
こ
の
よ
う
な
表
情
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
し
ん
み
り

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

二
宮
さ
ん
と
奥
さ
ん
は
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
奥
さ
ん
の
友
だ
ち
も
多
く
見
学
に
訪
れ
る
そ
う
で
、
奥

さ
ん
は
「
お
雛
様
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
れ
る
友
達
が
大
勢
い

ま
す
の
で
、
昔
の
風
習
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
宮
　
秀
三
さ
ん

（
蓮
野
）

大
正
10
年
生
ま
れ
の
雛ひ

な

人
形
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